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4 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐ふるさとの未来へ“つなぐ”まちづくり‐

　昨年 12 月 1日の新温泉ラジオ放送所（用土）の開局を記念して、3月 18 日、夢ホール
で「ＮＨＫラジオ 歌の日曜散歩」の公開生放送が行われ、北海道や高知県など全国各地から
約300人が観覧に訪れました。湯村温泉観光協会の朝野泰昌会長や浜坂高校麒麟獅子舞サー
クルもゲスト出演するなど、ラジオを通じて新温泉町の魅力が全国に発信されました。



2広報しんおんせん（4月号）

H30（2018）.4.12

町政のうごきから

　

国
の
経
済
・
景
気
の
先
行
き
は
、
緩
や
か
に
回

復
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

海
外
経
済
の
不
確
実
性
等
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
経
済
政
策
の
成
果
を
十
分
に
実
感
で

き
な
い
地
域
の
隅
々
ま
で
そ
の
効
果
を
波
及
さ

せ
、
経
済
の
好
循
環
を
更
に
加
速
さ
せ
る
よ
う
に

施
策
を
実
施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
平
成
28
年
12
月
に
策
定
し
た
「
第
2

次
新
温
泉
町
総
合
計
画
」
の
理
念
に
基
づ
き
、「
新

温
泉
町
町
民
憲
章
」
を
尊
重
し
な
が
ら
、
ま
ち
の

将
来
像
を
『
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と

温
も
り
の
郷　

‐
ふ
る
さ
と
の
未
来
へ“
つ
な
ぐ
”

ま
ち
づ
く
り
‐
』
と
定
め
、
今
後
も
、
住
民
一
人

ひ
と
り
が
主
役
と
な
り
、「
海
・
山
・
温
泉
」
な

ど
の
自
然
環
境
を
守
り
生
か
し
な
が
ら
、
笑
顔
と

や
す
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
“
つ
な
が

り
”
や
、
産
業
、
地
域
、
未
来
へ
の
“
つ
な
が
り
”

を
深
め
、
ひ
と
・
ま
ち
が
更
に
調
和
の
と
れ
た
ま

ち
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

合
併
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
普
通
交
付
税
の
合

併
特
例
措
置
終
了
に
伴
う
段
階
的
縮
減
の
3
年
目

と
な
り
、
歳
入
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
歳
入
の
根
幹
と
な
る
税
収
も
固
定
資
産

税
の
評
価
替
え
等
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
歳
入
状
況
か
ら
、
従
来
に
も
増
し

て
、
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営
を

行
う
と
と
も
に
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
町
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に

発
展
を
続
け
て
行
く
た
め
、
健
全
な
財
政
運
営

に
配
慮
し
な
が
ら
、『
海
・
山
・
温
泉　

人
が

輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷
』
の
実
現
と
、
次
世

代
が
こ
の
ま
ち
を
誇
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

予
算
の
概
要

　

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
で
は

１
０
２
億
３
０
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。ま
た
、

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
を
加
え
た
全
体
で
は

１
８
９
億
２
３
６
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　

町
税
収
入
は
、
決
算
見
込
み
を
勘
案
し
、
法

人
税
の
増
収
を
見
込
み
ま
し
た
。
一
方
で
、

固
定
資
産
税
は
、
評
価
替
え
の
初
年
度
で
あ

り
地
価
の
下
落
、
家
屋
の
経
年
減
価
等
に
伴

い
減
収
を
見
込
み
ま
し
た
。
町
税
総
額
は

　

平
成
30
年
度
は
、
新
し
い
風
を
追
い
風
に
「
新
風
元
年
」
と
位
置
付
け
、
地
域
住
民
と

話
し
合
い
、
考
え
、
知
恵
を
出
し
合
う
、
現
場
中
心
の
施
策
を
展
開
し
な
が
ら
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
」
に
向
け
た
「
新
温
泉
町
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
の
着
実
な
実
施

と
併
せ
て
、
第
2
次
新
温
泉
町
総
合
計
画
を
本
格
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ま
ち
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
本
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
予
算
概
要

「
新
風
元
年
」予
算

新
風
を
追
い
風
に
！

地方交付税
42億 5,000 万円
41.6％

町税
13億 5,187 万円
13.2％

町債
12億 8,493 万円
12.5％

県支出金
9億 2,831 万円
9.1％

分担金及び負担金
792 万円 0.1％

使用料及び手数料
2億 2,213 万円 2.2％

国庫支出金
6億 3万円
5.9％

諸収入
4億 7,671 万円
4.6％

繰入金
7億 4,693 万円
7.3％

地方譲与税
8,770 万円 0.9％

地方消費税
交付金
2億 1,090 万円
2.1％

自動車取得税
交付金
2,220 万円
0.2％

地方特例
交付金
310 万円
0.0％

財産収入
1,017 万円
0.1％

その他
2,710 万円 0.2％

歳入  性質別

歳入合計
102 億 3,000 万円

―問合せ―
総務課　財政係
℡ 82-3111
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会計別の予算額
（単位：万円、％）

会　計　名 予算額 前年度
対比

一　般　会　計 1,023,000  3.6

特
　
別
　
会
　
計

国
民
健
康
保
険
事
業

事業勘定 178,390 △ 17.8

照来診療所施設勘定 2,609 3.0

八田診療所施設勘定 1,932  11.1

歯科診療所施設勘定 5,400 △  7.1

介護保険事業 173,440 △  0.6

浜坂地区残土処分場事業 46,920 131.5

温泉地区残土処分場事業 2,307 △ 76.8

七釜温泉配湯事業 731 △  0.4

後期高齢者医療 22,728 3.9

計 434,457 △ 4.4

公
営
企
業
会
計

浜坂温泉配湯事業 17,045 173.5

水道事業 78,916 △ 27.0

下水道事業 158,265 3.2

公立浜坂病院事業 180,684 7.1

計 434,910 △ 0.3

合　計 1,892,367 0.7

13
億
５
１
８
７
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
2
町
合
併
の
合
併
特
例
措

置
（
合
併
算
定
替
）
の
段
階
的
縮
減
に
よ
り

約
６
０
０
０
万
円
減
少
、
さ
ら
に
、
国
の
地
方

財
政
計
画
に
基
づ
く
地
方
交
付
税
2.0
％
減
に
よ

り
７
８
０
０
万
円
減
少
、
あ
わ
せ
て
前
年
度
比

１
億
３
８
０
０
万
円
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
地
方
交
付
税
総
額
は
42
億
５
０
０
０
万
円
を

見
込
み
ま
し
た
。

　

町
債
は
、
町
債
の
残
高
及
び
後
年
度
償
還
に
留

意
し
な
が
ら
、
事
業
の
必
要
性
や
投
資
効
果
等
を

考
慮
し
、
適
債
事
業
を
厳
選
し
ま
し
た
。
特
に
過

疎
対
策
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
後
年
度
に
交
付
税

措
置
さ
れ
、
本
町
に
負
担
の
少
な
い
有
利
な
起
債

発
行
に
努
め
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

一
般
行
政
経
費
は
、厳
し
い
財
政
状
況
の
た
め
、

削
減
を
す
る
よ
う
指
示
、
努
力
し
ま
し
た
。
特
に

人
件
費
は
、
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
目
標

を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、
退
職
者
の
補
充
抑

制
に
よ
り
７
６
６
万
円
の
減
額
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
は
、
町
総
合
計
画
・
過

疎
計
画
な
ど
既
存
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
に

事
業
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
牛
舎
等
施
設
整
備
事
業
、

有
害
鳥
獣
処
理
施
設
整
備
事
業
、
夢
ホ
ー
ル
耐

震
診
断
・
設
計
事
業
、
本
庁
舎
・
エ
レ
ベ
ー
タ

改
修
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
防
災

行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
等
整
備
事
業
に
加
え
、

道
路
構
造
物
の
計
画
的
な
維
持
修
繕
事
業
（
国

庫
補
助
事
業
）
で
イ
ン
フ
ラ
維
持
対
策
工
事
を

計
画
的
に
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

他
に
も
民
生
関
連
・
福
祉
関
連
・
農
林
水
産

業
関
連
等
、
多
く
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
詳

細
は
、
別
途
配
布
の
予
算
説
明
書
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

土木費
12億 8,109 万円 
12.5％

総務費
12億 6,289万円
12.3％

民生費
21億 9,053万円
21.4％

衛生費
10億 7,188万円
10.5％

労働費
2,824 万円 0.3％

農林水産業費
9億 9,774 万円 9.8％

商工費
4億 3,695 万円 4.3％

消防費
5億 1,783 万円
5.1％

教育費
7億 3,629 万円
7.2％

公債費
14億 119 万円
13.7％

諸支出金
1億 7,630 万円 1.7％

災害復旧費
1万円
0.0％

予備費
2,500 万円 0.2％

歳出  目的別歳出  性質別
議会費
1億 406 万円 1.0％

人件費（13.8％）
14億 1,626 万円
特別職や一般職の給
与などの経費

物件費（20.0％）
20億 4,909 万円
施設の管理費や物品
の購入などの経費

扶助費（7.6％）
7億 7,370 万円
医療費や児童手当な
どの経費

補助費等（20.1％）
20億 5,416 万円
各種団体への補助金
などの経費

普通建設事業費（11.1％）
11億 3,629 万円
公共施設の建設など
の経費

公債費（13.7％）
14億 119 万円
借入金（町の借金）
の返済金

繰出金（5.8％）
5億 9,063 万円
特別会計への繰出金

その他（7.9％）
8億 868 万円

歳出合計
102 億 3,000 万円
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新
温
泉
町
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）

　

町
で
は
、
職
員
１
０
７
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

〈
人
事
異
動
の
主
な
考
え
方
〉

①
組
織
力
・
職
員
力
を
高
め
、
業
務
推
進
能
力
の
向
上
並
び
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

②
企
画
課
に
『
温
泉
未
来
係
』
を
設
置
し
、「
温
泉
を
最
大
限
活
用
し
た
活
気
あ

る
町
」
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
企
画
及
び
総
合
調
整
を
行
い
ま
す
。

③
行
財
政
改
革
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、定
員
適
正
化
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

※
異
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
［　

］
内
は
前
任

◇
総
務
課

▼
課
長　

仲
村
秀
幸
［
農
林
水
産
課
長
］

▼
総
務
係
長
（
行
政
・
秘
書
担
当
）　

朝

野
繁
［
総
務
課
総
務
係
長
（
行
政
担
当
）］

▼
主
事　

中
村
壮
希
［
税
務
課
主
事
］

◇
企
画
課

▼
広
報
情
報
係
長　

森
田
和
人
［
企
画
課

係
長
（
但
馬
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）］

▼
温
泉
未
来
係
長　

中
井
達
也
［
商
工
観

光
課
商
工
振
興
係
長
（
交
流
担
当
）］
▼

企
画
政
策
係
長　

谷
口
修
一
［
企
画
課
企

画
政
策
係
長
（
計
画
担
当
）］
▼
主
事　

熊
本
龍
天
［
採
用
］

◇
税
務
課

▼
課
長
補
佐
兼
課
税
係
長（
住
民
税
担
当
）

　

水
田
賢
治
［
税
務
課
課
長
補
佐
兼
課
税

係
長
（
総
括
住
民
税
担
当
）］
▼
課
税
係

長
（
総
括
資
産
税
担
当
）　

石
原
通
孝
［
税

務
課
課
税
係
長
（
資
産
税
担
当
）］
▼
課

税
係
長
（
資
産
税
担
当
）　

小
林
一
馬
［
税

務
課
主
査
］
▼
主
事　

松
尾
な
つ
み
［
町

民
課
主
事
］
▼
主
事　

乙
野
祥
子
［
採
用
］

◇
町
民
課

▼
主
事　

倉
田
陽
菜
［
採
用
］

◇
健
康
福
祉
課

▼
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
兼

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
ユ
ー
ト
ピ
ア

浜
坂
館
長　

森
本
彰
人
［
健
康
福
祉
課
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
兼
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
館
長
］
▼
副
課
長
兼
国
保
医

療
係
長
（
総
括
担
当
）　

長
谷
阪
仁
志
［
健

康
福
祉
課
副
課
長
兼
国
保
医
療
係
長
（
医

療
対
策
・
福
祉
医
療
担
当
）］
▼
福
祉
係

長
（
障
が
い
福
祉
担
当
）　

秋
山
佳
代
子

［
総
務
課
総
務
係
長
（
秘
書
担
当
）］
▼
国

保
医
療
係
長
（
福
祉
医
療
担
当
）　

山
本

征
裕
［
地
域
振
興
課
住
民
係
長
（
国
保
・

福
祉
担
当
）］
▼
福
祉
係
長
（
社
会
福
祉

担
当
）　

木
村
孝
司
［
健
康
福
祉
課
福
祉

係
長
（
福
祉
担
当
）］
▼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
保
健
師　

中
村
明
日
香
［
介
護

老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
保
健
師
］
▼
社

会
福
祉
士　

國
谷
祐
子
［
採
用
］

◇
ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂

▼
管
理
員　

岡
田
美
昭
［
再
任
用
］

▼
問
合
せ　

総
務
課　

℡
82
‐
３
１
１
１

　
副
町
長
に
田
中
孝
幸
氏
が
就
任

　

3
月
23
日
に
町
議
会
の
同
意
を
得
て
、
4
月
1
日
、
田
中
孝
幸
氏
（
加
古
川
市
）

が
副
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
新
温
泉
町
の
副
町
長
に

選
任
さ
れ
、
そ
の
重
責
を
担
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
県
職
員

と
し
て
、
市
町
村
行
財
政
に
関
わ
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
最
前
線
の
町
政
と

い
う
場
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

い
う
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
温
泉
町
に
初
め
て
着
任
い
た
し
ま

す
が
、
湯
村
温
泉
や
浜
坂
温
泉
に
代
表

さ
れ
る
温
泉
の
ま
ち
、
さ
ら
に
松
葉
ガ

ニ
や
ホ
タ
ル
イ
カ
等
の
日
本
有
数
の
漁

獲
量
を
誇
る
浜
坂
漁
港
、
そ
し
て
但
馬

牛
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
資
源
に
恵
ま
れ

た
素
晴
ら
し
い
ま
ち
だ
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
資
源
を
活
か

し
て
「
観
光
振
興
」「
温
泉
天
国
」
の

諸
施
策
に
つ
い
て
、
職
員
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
知
恵
を
絞
り
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
経
済
・
景
気
の
先
行
き

は
、
緩
や
か
な
回
復
が
期
待
さ
れ
る
も

の
の
、
新
温
泉
町
で
は
人
口
減
少
な
ど

も
あ
り
、
今
後
も
税
収
回
復
が
期
待
で

き
な
い
中
、
合
併
特
例
措
置
の
縮
減
等

で
平
成
30
年
度
の
地
方
交
付
税
が
約

1
億
４
千
万
円
減
額
さ
れ
る
な
ど
、
今

後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
を
確
立
す
る
た
め
に

は
、
公
立
浜
坂
病
院
を
含
む
町
全
体
の

運
営
に
つ
い
て
も
、
不
断
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
町
が
抱
え
る

諸
課
題
に
対
し
て
、
地
域
や
近
隣
市
町

等
と
の
連
携
や
県
の
支
援
を
得
な
が

ら
、果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
、
職
責
を

全
う
で
き
る
よ
う
職
員
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
精
一
杯
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
そ
し
て
、
西
村
町
政
が
掲
げ
る
新

風
元
年
の
新
風
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

田中  孝幸  副町長
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松
本
浩
志［
上
下
水
道
課
経
理
係
長（
温

泉
地
域
担
当
）］
▼
主
事　

前
田
翔
也
［
採

用
］

◇
牧
場
公
園

▼
課
長
補
佐
兼
公
園
管
理
係
長　

坂
本
正

人◇
温
泉
総
合
支
所

▼
総
合
支
所
長
兼
地
域
振
興
課
長
（
産
業

建
設
担
当
）
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長

　

太
田
信
明
［
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼

施
設
係
長
（
温
泉
地
域
担
当
）］

◇
地
域
振
興
課

▼
副
課
長
兼
振
興
係
長
（
総
務
担
当
）　

谷
渕
朝
子
［
地
域
振
興
課
課
長
補
佐
兼
振

興
係
長
（
総
務
担
当
）］
▼
振
興
係
長
（
商

工
観
光
・
財
産
区
担
当
）　

谷
口
薫
［
地

域
振
興
課
振
興
係
長
（
財
産
区
担
当
）］

▼
住
民
係
長
（
総
括
担
当
）　

久
瀬
剛
［
地

域
振
興
課
住
民
係
長（
住
民
・
税
務
担
当
）］

▼
住
民
係
長　

中
井
治
［
建
設
課
管
理
係

長（
用
地
担
当
）］▼
主
査　

縄
手
美
幸［
健

康
福
祉
課
主
査
］

◇
公
立
浜
坂
病
院

▼
院
長　

髙
木
一
光
［
公
立
浜
坂
病
院
診

療
部
長
］
▼
医
師
兼
照
来
診
療
所
長
兼
八

田
診
療
所
長
兼
岸
田
出
張
診
療
所
長　

松

岡
学
［
公
立
浜
坂
病
院
内
科
部
長
］
▼
総

合
診
療
科
医
長　

立
花
祐
毅
［
採
用
］
▼

総
合
診
療
科
医
師　

石
川
輝
［
採
用
］
▼

看
護
師
長　

安
家
英
子
［
は
ま
さ
か
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
師
長
］
▼
公
立

浜
坂
病
院
看
護
師
長　

伊
賀
聖
香
［
公
立

浜
坂
病
院
主
任
看
護
師
］
▼
課
長
補
佐
兼

庶
務
係
長
（
総
括
担
当
）　

山
本
幸
治
［
公

立
浜
坂
病
院
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
］
▼

主
任
理
学
療
法
士　

中
島
義
和
［
公
立
浜

坂
病
院
理
学
療
法
士
］
▼
主
任
看
護
師　

村
尾
貴
代
枝
［
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師
］

▼
主
任
看
護
師　

高
橋
秀
子
［
公
立
浜
坂

病
院
看
護
師
］
▼
庶
務
係
長　

谷
口
和
代

［
公
立
浜
坂
病
院
主
査
］
▼
看
護
師　

古

西
ひ
さ
子
［
は
ま
さ
か
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
看
護
師
］
▼
看
護
師　

株
本
由
美

子
［
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
看
護

師
］
▼
主
査　

中
村
真
紀
［
健
康
福
祉
課

主
査
］▼
臨
床
検
査
技
師　

家
城
隆
司［
採

用
］
▼
理
学
療
法
士　

藤
岡
雅
［
採
用
］

▼
看
護
師　

濵
岡
裕
貴
子
［
採
用
］
▼
看

護
師　

宮
脇
敦
子
［
再
任
用
］

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り

▼
施
設
長
兼
公
立
浜
坂
病
院
泌
尿
器
科
部

長　

谷
風
三
郎
［
公
立
浜
坂
病
院
泌
尿
器

科
部
長
］
▼
副
課
長　

宇
野
喜
代
美
［
こ

ど
も
教
育
課
課
長
補
佐
兼
教
育
総
務
係

長
］
▼
主
任
看
護
師　

松
本
理
恵
［
公
立

浜
坂
病
院
看
護
師
］
▼
看
護
師　

澤
田
菊

代
［
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師
］
▼
介
護
支

援
専
門
員　

井
上
久
美
子
［
採
用
］
▼
介

護
福
祉
士　

中
井
香
里
［
採
用
］

◇
こ
ど
も
教
育
課

▼
課
長
補
佐
兼
教
育
総
務
係
長　

吉
田
博

和
［
こ
ど
も
教
育
課
課
長
補
佐
兼
こ
ど
も

育
成
係
長
］
▼
こ
ど
も
育
成
係
長
（
総
括

担
当
）　

濵
田
浩
見
［
牧
場
公
園
課
公
園

管
理
係
長
］
▼
こ
ど
も
育
成
係
長　

桶
本

千
恵
［
こ
ど
も
教
育
課
主
査
］

◇
ゆ
め
っ
こ
認
定
こ
ど
も
園

▼
総
括
主
幹
保
育
教
諭　

井
上
寛
子
［
浜

坂
認
定
こ
ど
も
園
主
幹
保
育
教
諭
］
▼
保

育
教
諭　

西
谷
ち
は
る
［
大
庭
認
定
こ
ど

も
園
保
育
教
諭
］
▼
保
育
教
諭　

重
本
千

尋
［
採
用
］

◇
商
工
観
光
課

▼
課
長
補
佐
兼
商
工
振
興
係
長
（
交
流
担

当
）　

福
井
崇
弘
［
商
工
観
光
課
課
長
補

佐
兼
商
工
振
興
係
長
（
総
括
担
当
）］
▼

主
査　

尾
﨑
考
史
［
商
工
観
光
課
主
事
］

▼
主
事　

田
中
雄
大
［
採
用
］

◇
農
林
水
産
課

▼
課
長　

松
岡
清
和
［
上
下
水
道
課
長
］

▼
課
長
補
佐
兼
水
産
林
務
係
長(

水
産
担

当
）　

岡
一
則
［
上
下
水
道
課
課
長
補
佐

兼
経
理
係
長(

水
道
担
当
）］
▼
課
長
補

佐
兼
基
盤
整
備
係
長
（
農
地
整
備
担
当
）

　

原
憲
一
［
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼
基

盤
整
備
係
長
（
農
地
整
備
・
温
泉
地
域
担

当
）］
▼
主
事　

岡
本
善
貴
［
採
用
］　

◇
建
設
課　

▼
課
長
兼
浜
坂
公
共
建
設
残
土
処
分
場
管

理
事
務
所
長　

山
本
輝
之
［
建
設
課
課
長

補
佐
兼
管
理
係
長
（
管
理
担
当
）］
▼
課

長
補
佐
兼
管
理
係
長
（
総
括
担
当
）　

中

井
一
久
［
企
画
課
課
長
補
佐
兼
企
画
政
策

係
長
（
政
策
担
当
）］
▼
課
長
補
佐
兼
地

域
整
備
係
長
（
都
市
計
画
担
当
）　

松
井

豊
茂
［
建
設
課
課
長
補
佐
兼
地
域
整
備
係

長
（
都
市
計
画
・
温
泉
地
域
担
当
）］
▼

管
理
係
長　

寺
田
俊
道
［
建
設
課
主
査
］

▼
主
査　

丸
岡
勇
輔
［
建
設
課
主
査
（
兵

庫
県
新
温
泉
土
木
事
務
所
派
遣
）］

◇
上
下
水
道
課

▼
課
長　

北
村
誠
［
生
涯
教
育
課
副
課
長

兼
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
長
］
▼
副
課

長
兼
施
設
係
長
（
水
道
担
当
）　

古
西
誠

［
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼
施
設
係
長（
水

道
担
当
）］▼
施
設
係
長（
温
泉
地
域
担
当
）

　

髙
橋
啓
一［
地
域
振
興
課
振
興
係
長（
商

工
観
光
担
当
）］▼
経
理
係
長（
水
道
担
当
）

◇
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園

▼
保
育
教
諭　

重
本
彩
［
ゆ
め
っ
こ
認
定

こ
ど
も
園
保
育
教
諭
］
▼
保
育
教
諭　

竹

中
悠
真
［
ゆ
め
っ
こ
認
定
こ
ど
も
園
保
育

教
諭
］
▼
自
動
車
運
転
手
兼
調
理
員　

森

田
春
江
［
ゆ
め
っ
こ
認
定
こ
ど
も
園
自
動

車
運
転
手
兼
調
理
員
］

◇
大
庭
認
定
こ
ど
も
園

▼
総
括
主
幹
保
育
教
諭　

西
村
美
幸
［
ゆ

め
っ
こ
認
定
こ
ど
も
園
総
括
主
幹
保
育
教

諭
］

◇
生
涯
教
育
課　

▼
課
長
兼
浜
坂
先
人
記
念
館
長
兼
加
藤
文

太
郎
記
念
図
書
館
長
兼
人
権
推
進
室
長　

川
夏
晴
夫
［
生
涯
教
育
課
長
兼
浜
坂
先
人

記
念
館
長
兼
人
権
推
進
室
長
］

◇
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
係
長　

中
島
秀
文
［
税
務
課
課
税
係
長

（
住
民
税
担
当
）］

◇
人
権
推
進
室　

▼
課
長
補
佐　

清
水
博
文
［
公
立
浜
坂
病

院
課
長
補
佐
兼
医
事
係
長
（
総
括
担
当
）］

◇
派
遣

▼
建
設
課
係
長
（
兵
庫
県
新
温
泉
土
木
事

務
所
派
遣
）　

山
根
学
［
企
画
課
広
報
情

報
係
長
］
▼
建
設
課
主
査
（
兵
庫
県
新
温

泉
土
木
事
務
所
派
遣
）　

伊
森
拓
也
［
農

林
水
産
課
主
査
］

◇
退
職
（
3
月
31
日
付
）

▼
五
嶋
良
吉
［
公
立
浜
坂
病
院
長
］
▼
浅

田
正
博
［
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り

施
設
長
］
▼
細
川
裕
平
［
公
立
浜
坂
病
院

医
師
兼
照
来
診
療
所
長
兼
八
田
診
療
所
長

兼
岸
田
出
張
診
療
所
長
］▼
西
村
大
介［
総

務
課
長
］         　

※
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く



6広報しんおんせん（4月号）

H30（2018）.4.12

町政のうごきから
︿　

採
用
職
員
の
紹
介　

﹀

▼
公
立
浜
坂
病
院
総
合
診
療
科
医
長

　

立
花
祐
毅

▼
公
立
浜
坂
病
院
総
合
診
療
科
医
師

　

石
川
輝

実家は神戸で、前
任地の播州赤穂よ
り参りました。よ
ろしくお願いいた
します。

埼玉から参りまし
た。1年間という
短い期間ですが、
浜坂に貢献できる
よう頑張ります。

▼
税
務
課
主
事

　

乙
野
祥
子

新温泉町職員とし
て、自覚と責任を
持ち、町民の皆様
のより良い生活の
ために力を尽くし
てまいりたいと思
います。

▼
商
工
観
光
課
主
事

　

田
中
雄
大

新温泉町の職員と
して明るく前向き
に取り組み、地域
に貢献していきた
いと思います。よ
ろしくお願いしま
す。

▼
農
林
水
産
課
主
事

　

岡
本
善
貴

町民の皆様がより
一層誇りの持てる
新温泉町にするた
めに日々精進して
まいります。よろ
しくお願いいたし
ます。

▼
上
下
水
道
課
主
事

　

前
田
翔
也

▼
企
画
課
主
事

　

熊
本
龍
天

新温泉町の職員と
しての自覚を持
ち、この町の発展
のために精一杯務
めを果たします。
よろしくお願いし
ます。

自分で限界を決め
ず、地域のために
一生懸命頑張りた
いと思います。ど
うぞよろしくお願
いします。

▼
町
民
課
主
事

　

倉
田
陽
菜

新温泉町の職員と
して町に貢献し、
町民の皆さんに信
頼される職員にな
るよう頑張りま
す。よろしくお願
いします。

▼
ゆ
め
っ
こ
認
定
こ
ど
も
園
保
育
教
諭

　

重
本
千
尋

子ども一人ひとり
の個性を大切にし
ながら、思いやり
を持った保育教諭
をめざし頑張りま
す。よろしくお願
いします。

▼
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
士

　

國
谷
祐
子

「このまちで一緒
に」をモットーに、
誰もが暮らしやす
いまちづくりをめ
ざします。よろし
くお願いします。

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
介
護
福
祉
士

　

中
井
香
里

▼
公
立
浜
坂
病
院
臨
床
検
査
技
師

　

家
城
隆
司

福祉の知識、経験
は浅いですが、一
日も早く新温泉町
の福祉を支える一
員となれるよう励
みます。よろしく
お願いします。

豊岡市から来まし
た。早く新温泉町
の一員になって、
地域医療に貢献で
きるよう頑張りま
すので、よろしく
お願いします。

▼
公
立
浜
坂
病
院
理
学
療
法
士

　

藤
岡
雅

理学療法士とし
て、町民の皆様の
お力になれるよう
頑張ります。よろ
しくお願いいたし
ます。

▼
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師

　

濵
岡
裕
貴
子

新温泉町の自然が
大好きです。そん
な場所に住む皆さ
んが健康で過ごせ
るよう笑顔でお手
伝いをさせてもら
います。

︿　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
紹
介　

﹀

▼
道
の
駅
事
業
推
進
（
店
舗
運
営
）　

　

上
馬
秀
樹

広島県庄原市か
ら移住しまし
た。私を見かけ
たら気軽に声
をかけてくださ
い。

▼
田
中
雅
樹
［
建
設
課
長
兼
浜
坂
公
共

建
設
残
土
処
分
場
管
理
事
務
所
長
］
▼

太
田
洋
二
［
温
泉
総
合
支
所
長
兼
地
域

振
興
課
長
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所

長
］
▼
宮
脇
美
智
子
［
介
護
老
人
保
健

施
設
さ
さ
ゆ
り
副
課
長
］
▼
岡
田
美
昭

［
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
ユ
ー
ト
ピ

ア
浜
坂
館
長
］
▼
山
本
一
則
［
農
林
水

産
課
課
長
補
佐
兼
水
産
林
務
係
長(

水

産
担
当
）］
▼
中
村
完
司
［
人
権
推
進

室
課
長
補
佐
］
▼
中
村
真
澄
［
公
立
浜

坂
病
院
主
任
臨
床
検
査
技
師
］
▼
宮
脇

敦
子
［
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師
］
▼
前

垣
桂
子
［
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師
］
▼

寺
谷
直
子
［
は
ま
さ
か
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
師
］▼
岩
本
美
幸［
介

護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
看
護
師
］

▼
田
渕
淳
子［
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師
］

▼
森
田
睦
未
［
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園
保

育
教
諭
］
▼
谷
口
初
江
［
再
任
用
職
員
、

温
泉
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
子
育
て
専

門
員
］
▼
櫻
田
町
子
［
再
任
用
職
員
、

公
立
浜
坂
病
院
看
護
師
］
▼
瓜
ヶ
平
美

津
子
［
再
任
用
職
員
、
介
護
老
人
保
健

施
設
さ
さ
ゆ
り
看
護
師
］
▼
澤
田
好
孝

［
再
任
用
職
員
、
公
立
浜
坂
病
院
技
能

員
］

▼
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
介
護
支
援
専
門
員

　

井
上
久
美
子

町民の皆様に安心
して日々の生活を
送っていただける
ように一生懸命頑
張ります。よろし
くお願いいたしま
す。
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　　　　契 約 請 負 状 況   （250 万円以上で競争入札に付したもの )

工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

浜坂西小学校特別支
援教室改修工事 諸寄 エアコン、高床式畳、各種カー

テン、インターホンの設置 2,754,000
平成 30年 3月 9日 ～ 
平成 30年 3 月 30 日 ㈲浜根工務店

町道浜坂第50号線味
原第 3号橋架替工事 浜坂 架替L=4.81ｍ 橋梁下部工1式 橋

梁上部工1式 3,888,000
平成 30年 3月 9日 ～ 
平成 30年 3月 30日 ㈱菊池組

大平池廃止工事 丹土 堤体開削1式 4,177,440
平成 30年 3月 9日 ～ 
平成 30年 3月 31日 赤坂オート㈲

林道中辻肥前畑線（そ
の 2）災害復旧工事 岸田 復旧延長L=35m 土工200㎥ 法面

保護工459㎡ 2,970,000
平成 30年 3月 9日 ～ 
平成 30年 3月 31日 尾﨑建設㈱

937-34/1025…
空田 2農地・空田水路
（合併）復旧工事

塩山 法面工A=215㎡ ﾌﾄﾝ篭L=30ｍ 水
路工L=4ｍ 4,104,000 平成 30年 3月 9日 ～ 

平成 30年 3月 31日
㈲田中土建

937-1012…
ｽｹﾞﾀ水路復旧工事

塩山 ﾌﾞﾛｯｸ積A=66㎡ 水路工L=14ｍ 
排土工V=1㎥ 5,616,000 平成 30年 3月 15日 ～ 

平成 30年 3月 31日
山陰造園土木㈱

937-1035…
奥田頭首工復旧工事

海上 ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物1式 護岸工A=15㎡ 
取合工A=4㎡ 堤外水路工L=8.6m 9,828,000 平成 30年 3月 15日 ～ 

平成 30年 3月 31日
尾﨑建設㈱

（平成 30 年 2 月 16 日～平成 30 年 3 月 15 日契約分）

ふるさとづくり寄付（ふるさと納税）のお礼品拡充について

▼実施時期（予定）
　お礼品の準備が整い次第、順次拡充を
行う予定です。それまでの寄付につい
ては、従来どおり『湯めぐりチケット
（町内5施設で利用できる共通無料入浴
券5枚）』をお礼品として進呈します。

▼寄付の申込方法
　従来の郵送、FAX、電子メールに加え、
インターネット（ふるさと納税ポータ
ルサイト）から寄付の申込みを受け付
ける予定です。

▼お礼品について
　町の魅力が伝わるものであり、地域産
業の振興につながる商品・サービスを
用意します。
※町内事業者から商品・サービスを購入
し、寄付者に進呈します。

　産業振興や情報発信を目的として、平成 30 年度から、ふるさと納税のお礼品（返礼品）に
本町が誇る特産品を加えるなど、拡充を行います。　

お礼品事業者説明会
　お礼品を提供していただける町内事業者を募集しており、
事業者向けの説明会を次のとおり実施します。
◇ところ　浜坂多目的集会施設　2階ホール
◇と　き　4月23日（月）　午後2時～3時30分
◇対　象　ふるさと納税お礼品の出荷を希望される方・興味
をお持ちの方
※法人・個人は問いません。
※宿泊券や体験メニューなどのサービスの提供も可能です。
◇内　容
①お礼品拡充の経過について（説明者：総務課）
②事業者・お礼品募集要項について（説明者：商工観光課）
③事業者向けマニュアルの説明（説明者：㈱さとふる）
◇申込期限　4月 19日（木）
▼申込み・問合せ先　商工観光課  商工振興係　℡ 82-5625

―問合せ―　総務課　管財係　℡ 82-3111
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本
町
は
、
古
く
か
ら
生
活
、
文
化
、
経
済
な
ど
の

つ
な
が
り
が
深
い
、
鳥
取
県
東
部
地
域
と
の
連
携
を

進
め
る
た
め
、平
成
24
年
3
月
に
県
境
を
越
え
て「
鳥

取
・
因
幡
定
住
自
立
圏
」
に
加
わ
り
、
関
係
市
町
と

と
も
に
、
因
幡
・
但
馬
広
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業
、
山
陰
近
畿
自
動

車
道
の
早
期
整
備
要
望
活
動
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
利

用
促
進
な
ど
に
取
り
組
み
、
各
分
野
で
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
る

中
、
行
政
需
要
は
ま
す
ま
す
多
様
化
・
増
大
化
し
て

お
り
、
単
独
の
自
治
体
で
す
べ
て
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
的
確
か
つ
効
率
的
に
対
応
し
て

い
く
た
め
、
本
町
は
、
生
活
圏
や
経
済
圏
を
一
体
と

す
る
鳥
取
県
東
部
地
域
と
の
連
携
を
更
に
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
資
源
や
特
徴
を
生
か
し
つ
つ
、
一
体

的
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
本
町
の
地
域
振
興
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

連
携
中
枢
都
市
圏
と
は

　

連
携
中
枢
都
市
圏
と
は
、
地
域
に
お
い
て
、
相
当

の
規
模
と
中
核
性
を
備
え
る
中
心
都
市
が
近
隣
の
市

町
村
と
連
携
し
、「
経
済
成
長
の
け
ん
引
」、「
高
次

都
市
機
能
の
集
積
・
強
化
」
及
び
「
生
活
関
連
機
能

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
も
一
定
の
圏
域
人
口

を
有
し
、
活
力
あ
る
社
会
経
済
を
維
持
す
る
た
め
の

拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

麒
麟
の
ま
ち
と
は

　

兵
庫
県
北
但
西
部
と
鳥
取
県
東
部
地
域
に
共
通
す

る
歴
史
的
文
化
遺
産
で
あ
る
麒
麟
獅
子
舞
を
地
域
の

象
徴
と
し
「
麒
麟
の
ま
ち
」
圏
域
と
よ
び
、
観
光
や

移
住
定
住
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
連
携
し
て
、
魅
力

あ
る
圏
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  

鳥
取
県
東
部
地
域
・
新
温
泉
町

    
圏
域
の
一
体
的
な
発
展
を
め
ざ
し
て

　 
～ 
因
幡
・
但
馬
麒
麟
の
ま
ち
連
携
中
枢
都
市
圏
を
形
成 

～

▲圏域の市町長が協約書に調印し、今後の連携強化を誓いました。

　

平
成
30
年
3
月
議
会
に
お
い
て
、
鳥
取
市
と
の
連
携
中
枢
都
市
圏
の
形
成
に
関
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
、
4
月
1
日
、

鳥
取
市
民
会
館
で
、
西
村
町
長
と
鳥
取
市
の
深
澤
市
長
が
「
因
幡
・
但
馬
麒
麟
の
ま
ち
連
携
中
枢
都
市
圏
」
の
形
成
に
向

け
た
協
約
書
に
調
印
し
ま
し
た
。
今
後
、
鳥
取
県
東
部
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
本
町
の
産
業
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
振

興
と
圏
域
の
一
体
的
な
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

▼
問
合
せ　

企
画
課  

企
画
政
策
係　

℡ 

82
‐
５
６
２
４

因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏

構 成 市 町：鳥取市、岩美町、若桜町、智頭町、
　　　　　　八頭町、新温泉町
圏域の人口：247,429 人（平成 27 年国勢調査）
圏域の面積：1,759.23 ｋ㎡
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因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏における主な事業（取組）

　本町と鳥取市との連携協約に基づいて推進する取組は 72 事業あります。今回はその一部をご紹介します。

地域商社活用事業

有望な地域資源を圏域
外へ販路開拓・拡大す
ることを目的とした商
社事業を展開します。

病児・病後児保育事業

各市町の病児・病後児
保育施設を、圏域内で
の相互利用が可能とな
るよう広域化を図りま
す。

若者の地元定着促進事業

圏域の高校生を対象に
した圏域企業見学会を
実施します。

公共図書館の相互利用事業

圏域内に居住している
人はだれでも、圏域内
の各公共図書館で資料
が借りられる相互利用
を行います。

農産物販路拡大支援事業

農産物の新たな販路の
強化・拡大を行い、圏
域農産物の販売促進を
図ります。

若者定住促進事業

婚活サポートセンター
を活用し、圏域内の独
身男女の出会いの機会
を提供します。

圏域防災力の向上事業

圏域内における防災情
報連携により圏域防災
力の向上に取り組みま
す。

圏域移住促進事業

圏域への移住希望者に
対してセミナーを開催
するなど、移住人口増
加を図るための取組を
実施します。

広域的道路網整備促進事業

圏域内の山陰近畿自動
車道の未整備区間の早
期整備等を促進するた
め、要望活動及び道路
整備の際の環境整備を
積極的に実施します。

山陰海岸ジオパークを活
用した広域観光推進事業

フォーラム、研修会等
の開催、案内看板の設
置、リーフレットの作
成やジオガイドの養成
を行います。

地域連携ＤＭＯ「麒麟の
まち観光局」支援事業

「麒麟のまち観光局」が
行う観光素材の開発・
普及及び県内外への観
光広報宣伝活動の実施
を支援します。

麒麟獅子舞を生かした
圏域活性化事業

圏域に受け継がれる麒
麟獅子舞の魅力を情報
発信、普及啓発し圏域
の活性化につなげてい
きます。
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平成 30 年度から介護保険料が変わります

　65 歳以上の方（第 1 号被保険者）の介護保険料は、人口の推移、高齢化率の状況、介護保険サービス
の利用実績、今後の見込みを踏まえて、3 年ごとに見直しを行う介護保険事業計画に基づき決定します。
　このたび、第 7 期介護保険事業計画を策定し、平成 30 ～ 32 年度の介護保険料が次表のとおり決定し
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼問合せ　健康福祉課　介護保険係　℡ 82-5620

所　得　段　階 保険料額（保険料率）
額 基準率

第１段階

・生活保護を受給している人
・世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している人
  または、世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額との合計   
　額が 80万円以下の人　

28,410 円 0.45

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額との合計額が 80万
円超 120 万円以下の人 47,340 円 0.75

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額との合計額が 120
万円超の人 47,340 円 0.75

第４段階 世帯の誰かが住民税課税であるが、本人は住民税非課税の人で前年の合計所得金額と課
税年金収入額との合計額が 80万円以下の人 56,810 円 0.9

第５段階 世帯の誰かが住民税課税であるが、本人は住民税非課税の人で前年の合計所得金額と課
税年金収入額との合計額が 80万円超の人 63,120 円 1.0

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円未満の人 75,750 円 1.2

第７段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円以上 200 万円未満の人 82,060 円 1.3

第８段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 200 万円以上 300 万円未満の人 94,680 円 1.5

第９段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 300 万円以上の人 107,310 円 1.7

◆介護保険料基準額（年額）
　平成 27～ 29年度（第 6期）
　介護保険料基準額　年額  62,320 円

　平成 30～ 32年度（第 7期）
　介護保険料基準額　年額  63,120 円

※基準額とは、各所得段階において介護保険料を決める基準となる金額のことです。
◆第１号被保険者の介護保険料（平成 30 ～ 32 年度）
　平成 30～ 32 年度の所得段階は、第６期計画と同じく９段階ですが、第７～９段階の合計所得金額の
　区分が次のように変わっています。

第7段階
前年の合計所得金額が
120 万円以上 190 万円未満の人

第 7段階
前年の合計所得金額が
120 万円以上 200 万円未満の人

第 8段階
前年の合計所得金額が
190 万円以上 290 万円未満の人

第 8段階
前年の合計所得金額が
200 万円以上 300 万円未満の人

第 9段階 前年の合計所得金額が 290 万円以上の人 第 9段階 前年の合計所得金額が 300 万円以上の人

　また、第１段階の方は、消費税を財源とした公費の投入により保険料負担が軽減されます。
　（基準率：0.50 ⇒ 0.45）
◆介護保険料以外にも、平成 30 年 4 月以降、様々な介護保険制度の改正が行われますので、主な制度改

正についてお知らせします。
▽平成 30年 4月から、介護報酬が改定されたことにより、介護保険サービスを利用したときの利用者負
担が変わります。
▽平成30年8月から、本人の合計所得金額が220万円以上の方の介護保険利用負担額が3割になります。
（その他、同一世帯の要件等があります。）要介護認定を受けた方全員に、利用者負担（1～ 3割）が記
載された「介護保険負担割合証」が発行されます。
▽介護保険料の所得指標である合計所得金額は、「長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額」を
控除した額となります。
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ヘルプマーク・ヘルプカードの配布について
　兵庫県では、義足や人工関節を使用している方、内部障がいの方など、外見からは援
助や配慮を必要としていることがわかりにくい方が、周囲の方から援助や配慮を受けや
すくなるよう「ヘルプマーク」と「ヘルプカード」の普及に取り組んでおり、本町でも
配布を開始しています。配布を希望される方は交付申請手続きをお願いします。
　また、このマークを見
かけた場合は、公共交通
機関で席を譲る、困って
いるようであれば声をか
ける等、思いやりのある
行動をお願いします。　

▼問合せ　健康福祉課　福祉係　℡ 82-5620　Fax 82-2970　電子メール kenkofukushi@town.shinonsen.lg.jp

▼交付対象者
　障がい（身体・知的・発達・精神）、難病、妊娠、
　高齢、傷病等により配慮や支援を必要としてい
　る方。
※障害者手帳や要介護認定等の有無は問いません。
▼ヘルプマークとは
　かばん等に装着できるストラップ型のマーク
です。身につけることで、外出先で周囲に援助
や配慮を必要としていることを知らせるもの
です。氏名や連絡先、必要な配慮・支援等を書
き込むことができるシールを裏面に貼り付けま
す。

▼ヘルプカードとは
　氏名や連絡先、必要な配慮・支援等を書き込む
ことができるカードです。
　配慮等を求めたい場面で提示し、相手に手助け
を求めることができます。

▼交付申請手続き
◇交付申請書を申請窓口に提出（持参、郵送、Ｆ
　ＡＸ、または電子メール）してください。
※申請書様式は申請窓口で受領、または町ホーム
　ページからダウンロード
◇交付は無料ですが、１人１個・１枚までです。
※マークとカードを同時に交付できます。
▼申請窓口
　健康福祉課、温泉総合支所地域振興課
　兵庫県障害者支援課

▲ヘルプマーク▲ヘルプカード

マークを身につけている方を見かけたら

◎公共交通機関では、席をお譲りください。
　外見では健康に見えても、疲れやすかったり、
つり革につかまり続けるなどの同じ姿勢を保つ
ことが困難な方がいます。また、外見からは分
からないため、優先席に座っていると不審な目
で見られ、ストレスを受けることがあります。

◎駅や商業施設等で、声をかけるなどの配慮をお
願いします。
　交通機関の事故等、突発的な出来事に対して臨
機応変に対応することが困難な方や、立ち上が
る、歩く、階段の昇降などの動作が困難な方が
います。

◎マーク等に記載された内容に従って配慮・支援
をお願いします。
　マーク等には「アレルギーの内容」、「ゆっくり
話してほしい」、「体調の急変時には病院に連絡
してほしい」など、マーク等を見た方に希望す
る配慮・援助の内容が記載されています。

◎災害時は、安全に避難するための支援をお願い
します。
　視覚や聴覚の障がい等で身辺の状況把握が難し
い方、肢体不自由者等自力での迅速な避難が困
難な方がいます。
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対象設備 要件等 補助金額

太陽光発電システム
（10 ｋＷ未満）

・電力会社と電灯契約を締結できるもの
・設置経費が1ｋW当たり50万円以下（税抜）の
もの

5万円／ｋW（上限 20万円）
※町外業者が施工の場合は
　3万円／ kW（上限 12万円）

小型風力発電施設 ・発電機の定格出力が 100W以上の施設
設置経費の 10分の 1
　（限度額 10万円）

薪ストーブ、
ペレットストーブ ・薪、ペレットを燃料とするストーブ 設置経費の 5分の 1

　（限度額 5万円）
薪ボイラ－、
ペレットボイラー

・薪、ペレットを燃料とするボイラー ボイラー本体価格の 5分の 1
　（限度額 10万円）

太陽熱温水器
・貯湯量 100 リットル以上のものであること。
・一般に販売されているものであること。

設置経費の 10分の 1
　（限度額 2万円）

その他町長の認める再
生可能エネルギー設備

・小型水力発電等再生可能エネルギーを利用し
た発電設備等であって、町長の認めるもの

設置経費の 5分の 1
　（限度額 20万円）

再生可能エネルギーの導入を支援します!!
　新温泉町では、環境にやさしいまちづくりを推進するため、再生可能エネルギーシステムを設置される
方に補助金を交付します。※予算の範囲内で先着順　　　　　　　　　　　　
◆補助対象者 
　▽町内に住所を有し、自らが居住する住宅（店舗、事務所等の兼用住宅を含む）、区・町内会が管理する集
　会施設（敷地内）に対象設備を設置する方。
　▽町内の事業所または共同利用施設に、小型風力発電設備、木質バイオマス熱利用設備（薪・ペレットストー
　ブ等）を設置する方。

◆対象工事の着手・完了
　▽補助金交付決定日以後に着手または住宅の引き渡しを受けてください。
　▽実績報告書を平成31年 3月末までに提出してください。
◆申請書類　企画課、温泉総合支所で受領、または町ホームページからダウンロード　
　

◆補助対象設備・要件等　※いずれの設備も未使用品であること

▼申請・問合せ　企画課　広報情報係　℡ 82-5624

平成 30 年度
住宅用太陽光

買取価格
26 円／ kwh

（買取期間 10 年）

事
業
者
と
団
体
等
を
対
象
と
し
た

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ（
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
）

設
置
を
支
援
し
ま
す
！

　

町
民
や
観
光
客

等
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
の
整

備
を
促
進
す
る
た

め
、
商
店
や
宿
泊
施
設
な
ど
に
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順

▼
申
請
書
類　

企
画
課
、
温
泉
総
合
支

　

所
で
受
領
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
経
費　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置

　

に
か
か
る
機
材
の
購
入
費
及
び
工
事

　

費
等
の
導
入
経
費

▼
対
象
工
事
の
着
手
・
完
了

◇
補
助
金
交
付
決
定
日
以
後
に
着
手
し

　

て
く
だ
さ
い
。

◇
実
績
報
告
書
を
平
成
31
年
3
月
末
ま

　

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
率　

２
分
の
１
以
内

　
（
最
大
１
か
所
あ
た
り
２
万
円
）

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４
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◇主なメニュー
　・大葉香る３色おにぎり
　・鮮やか！カニ入り卵焼き
　・ピーマンのごま炒め
　・竹輪のカルシウム詰め
　・鶏と大根のバター醤油煮
◇使用した町内産食材等
 　竹輪、大根、カニ、ねぎ、米
◇ PR ポイント
　健康に気を遣ったお弁当です。おに
ぎりを大葉の「しょうゆ漬け」したもの
で巻き、ピーマンは色見も良く、炒め
ることでビタミンの吸収を高め、高血
圧予防にもなります。
　地元産加工品として有名な竹輪に
チーズを入れて、カルシウムも摂れる
ようにして、冷めてもおいしいように
カレー味にしています。
　卵焼きはカニを入れてちょっと豪華
にし、煮物はバターでコクを！醤油で
香ばしさを出して、皆に愛される味付
けにしています。
　お手軽に作れて、しっかり夫の健康
を応援できるお弁当です。

広報しんおんせん（4月号）

H30（2018）.4.12

町政のうごきから

町民ふれあいの旅  参加者募集

幕末維新の立役者　龍馬のふるさと高知の旅 
町民の親睦と鉄道の利用促進を図るため、特急はまかぜを利用した町民ふれあいの旅を企画しました。
家族や職場の仲間、お友達をお誘いあわせのうえ、みんなで楽しい時間を過ごしましょう。

▼と　　き　　６月 15日（金）～ 16日（土）
▼内　　容　　鳴門公園、阿波おどり会館、高知城、桂浜・坂本龍馬記念館
▼定　　員　　40名（先着順）
▼参   加   料　　大人１人  38,000 円
▼申込期限　　5月 8日（火）
▼申   込   み　　企画課　企画政策係　℡ 82-5624

地
産
地
消
お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト

　

町
内
産
食
材
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、
消
費
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
、
3
月
4
日
、

町
民
セ
ン
タ
ー
で「
地
産
地
消
お
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
」を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス

ト
は
町
内
産
食
材
を
3
種
類
以
上
使
用
す
る
こ
と
が
条
件
で
、23
組
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
一
次
審
査（
書
類
審
査
）を
通
過
し
た
5
組
が
実
際
に
食
材
を
持
ち
込
ん
で
お

弁
当
を
作
る
最
終
審
査
に
挑
み
、
西
村
町
長
や
町
地
産
地
消
推
進
協
議
会
員
な
ど
4
人
の
審

査
員
が
、
お
い
し
さ
や
作
り
や
す
さ
、
ア
イ
デ
ア
や
盛
り
付
け
、
栄
養
や
味
の
バ
ラ
ン
ス
等

を
評
価
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
宮
階
久
美
さ
ん（
指
杭
）の『
地
元
を
食
す
！
仕
事
盛
り
の
30
代
応
援
健
康

弁
当
』が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
地
元
の
食
材
を
使
う
際
の
工
夫
や
調
理
が
簡
単
で

味
と
見
た
目
も
よ
い
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
宮
階
さ
ん
は「
夫
に
渡
す
お
弁
当
を
基
本
に
作

り
ま
し
た
。
自
信
作
は
カ
ニ
入
り
卵
焼
き
で
す
」と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６

そ
の
他
の
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
【
優
秀
賞
】『
お
仕
事
が
ん
ば
れ
！
愛
妻
弁
当
♡
』　

岡
田
有
紀（
七
釜
）、
下
雅
意
郁
恵（
浜
坂
）

　
【
特
別
賞
】『
ス
ペ
シ
ャ
ル
ご
は
ん
』　

伊
賀
玲
衣
、
門
脇
由
、
川
辺
由
奈（
浜
坂
高
校
）

　
【
特
別
賞
】『
和
菜
DE
カ
ッ
プ
！
彩
り
弁
当
』　

中
尾
良
平（
浜
坂
）

　
【
特
別
賞
】『
お
と
う
ち
ゃ
ん
の
満
足
弁
当
』　

新
温
泉
町
い
ず
み
会
諸
寄
チ
ー
ム

　

※
入
賞
作
品
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

最 優 秀 賞
『地元を食す！仕事盛りの 30 代

応援健康弁当』（宮階久美さん）
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長
年
の
ご
功
績
を
讃
え
顕
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞

　

自
律
の
心
に
根
ざ
し
、
参
画
と
協
働
に
よ

り
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
優

れ
て
い
る
個
人
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　

安
家
一
二
三
さ
ん
（
芦
屋
）

　

平
成
9
年
頃
か
ら
続
け
て
い
る
福
祉
施
設

の
慰
問
活
動
で
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏（
童
謡
、

唱
歌
、
流
行
歌
の
詞
の
背
景
等
を
話
し
な
が

ら
演
奏
）
は
、
利
用
者
に
大
変
喜
ば
れ
て
お

り
、
ま
た
、
町
の
「
青
い
鳥
学
級
」
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
視
覚
障
が
い
者
の
方
々
の

移
動
支
援
に
大
き
く
貢
献
し
た
り
、
身
体
障

が
い
者
福
祉
協
会
の
会
報
誌
を
長
年
作
成
し

た
り
す
る
な
ど
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

中
尾
知
二
さ
ん
（
浜
坂
）

　

平
成
15
年
か
ら
昨
年
ま
で
、
ひ
と
り
暮
ら

し
等
の
高
齢
者
の
た
め
に
お
弁
当
の
配
食
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
、
ま
た
、「
浜
坂
走
ろ

う
会
」
の
代
表
と
し
て
平
成
2
年
頃
か
ら
毎

年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
活
動
を
行
い
、

地
域
住
民
と
共
に
車
椅
子
等
を
福
祉
施
設
に

兵
庫
県
く
す
の
き
賞

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
じ
人
間
連

帯
の
輪
を
広
げ
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
地
域
社

会
ま
た
は
職
域
づ
く
り
に
貢
献
し
、
そ
の

功
績
が
優
れ
て
い
る
団
体
に
贈
ら
れ
る
賞

で
す
。

　

味
原
川
清
流
会
（
浜
坂
）

　
　
　
　
　

代
表
：
岡
部
良
一
さ
ん

　

平
成
15
年
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
と
し
て
毎
年
12
回
以
上
味
原
川
の

環
境
美
化
活
動
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

設
立
当
初
か
ら
会
報
を
発
行
し
て
季
節
ご

と
（
年
4
回
）
の
活
動
報
告
や
地
域
住
民

へ
環
境
美
化
の
協
力
周
知
を
行
っ
た
り
、

小
中
学
校
や
公
民
館
等
で
の
環
境
学
習
・

郷
土
学
習
に
協
力
し
た
り
す
る
な
ど
、
こ

こ
ろ
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

寄
贈
し
た
り
、
被
災
地
へ
の
義
援
金
を
届

け
た
り
す
る
な
ど
、
後
継
者
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
な
が
ら
奉
仕
活
動
に
尽
力
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　　　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）
　　　　　　　　　生活サポートシステム　担当　池上

　　　　　　　買い物、病院等への外出の付添い、墓掃除、草抜き、草刈り機を
使用した草刈り、枝切り、家の内外の掃除、家具の移動、その他一人っきりでは
億劫になりがちな片付け等、心優しいおばちゃんと爽やかなイケメンスタッフが
真心こもったサービスでお手伝いいたします。料金は、一時間ごと 3,000 円、草
刈機 3,000 円、軽トラック 4,500 円（税抜）などとなります。お見積り、相談料、
交通費は無料です。≪受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00 ≫

【広告】お任せください。安心、安全のサポート  ♥

げんちゃん

担当者直通電話

　090-4147-2916
【広告】
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      ～  めざそう！健康長寿のまち  ～

　平成 30 年度  新温泉町健康カレンダー

保存版

◎健康診査日程
◆町ぐるみ総合健診（基本・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎ウイルス・腹部超音波・骨粗しょう症）
　※秋の健診と土日以外は歯周疾患検診もあります。
▽浜坂地域　ところ：浜坂体育センター
　　　　　　と　き：6月 6日（水）、7日（木）、8日（金）、10日（日）、29日（金）　各日の午前
▽温泉地域　ところ：夢ホール
　　　　　　と　き：7月 4日（水）、5日（木）、6日（金）、7日（土）各日の午前
▽秋の健診　ところ：午前は浜坂保健センター、午後は夢ホール
　　　　　　と　き：10月 2日（火）
◆町内巡回　肺がん・結核検診（肺がん検診車で各地域を巡回）
　※ 5月広報に詳細な場所の日時を掲載します。
　　　　　　と　き：5月 15日（火）、16日（水）、17日（木）、18日（金）
　　　　　　　　　　6月 6日（水）、7月 4日（水）、5日（木）、6日（金）
◆婦人検診（乳がん ･子宮がん）
　クーポン券の対象の方（子宮がん 20歳、乳がん 40歳のみ）、または和暦偶数年生まれの方は受けられます。
▽乳がん ･ 子宮がん
　　　　　　と　き：10月 23日（火）、11月 7日（水）、
　　　　　　　　　　11月 12日（月）、14日（水）各日の午後
▽乳がんのみ
　　　　　　と　き：10月 22日（月）、11月 6日（火）、
　　　　　　　　　　11月 13日（火）各日の午後

◎予防接種について　＊対象者には個別でご案内を配布しています。

　乳幼児健診事業、乳幼児の予防接種に関しては、年間カレンダーを対象者へ配布しています。
◆乳幼児以降の予防接種
▽日本脳炎（Ⅰ期初回２回、追加１回、Ⅱ期１回）
　対象：平成 10年 4月 2日生まれ～平成 19年 4月 1日生まれの方は、
　　　　住民であれば 20歳未満まで受けることができます。
▽二種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種（１回）
　対象：平成 18年 4月 2日～平成 19年 4月 1日生まれ（小学校６年生）
▽麻しん ･ 風疹混合予防接種（Ⅱ期）（１回）
　対象：平成 24年 4月 2日～平成 25年 4月 1日生まれ
▽子宮頸がんワクチン接種　積極的勧奨は差し控えとなっています。
◆高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種
　補助対象：平成 30 年度に、65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・100 歳に到達される
　　　　　　方で、今までに１度も肺炎球菌ワクチンの予防接種を受けていない方　
　※対象になられる方には、案内文書と予診票を郵送します。
　※詳しくは、案内文書でご確認ください。

＜次ページに続く＞

健診を受けて、健康状態を確認しましょう。
生活習慣病予防と、重症化防止ができます！
今、症状がなくても健診を受けましょう。

子宮がんは 20 歳以上、
乳がんは 40 歳以上から
増加します。高齢になっ
ても多いがんの一つで
す。 対 象 の 方 は、 受 け
るようにしましょう。

対象年齢の方は、体調の
良いときに早めに接種を
しましょう。
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◎精神障がい者ピアグループ「オアシスたんぽぽ」
　新温泉町内の精神障害の当事者のホッとできる居場所です。お互いの悩みや生活のこと等の情報交換や
交流をしたり、健康づくりや調理実習を行い、自分でできる力を高めていきます。 
▼申込先　すこやか～に　℡ 99-2940　　※申込みいただいた方には、会場や時間をお伝えします。

※年間スケジュール

実施日 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

保健福祉相談
17 日

（火）
15 日

（火）
19 日

（火）
17 日

（火）
21 日

（火）
18 日

（火）
16 日

（火）
20 日

（火）
18 日

（火）
15 日

（火）
19 日

（火）
19 日

（火）

ひょうご発達障害者支援センター
出張相談

10 日
（火）

8 日
（火）

12 日
（火）

10 日
（火）

7 日
（火）

11 日
（火）

9 日
（火）

13 日
（火）

11 日
（火）

8 日
（火）

12 日
（火）

12 日
（火）

実施日 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

精神障害者ピアグループ 
オアシスたんぽぽ・健康づくり

24 日
（火）

22 日
（火）

24 日
（火）

28 日
（火）

25 日
（火）

30 日
（火）

27 日
（火）

25 日
（火）

22 日
（火）

26 日
（火）

26 日
（火）

精神障害者ピアグループ 
オアシスたんぽぽ・調理

8 日
（火）

12 日
（火）

10 日
（火）

7 日
（火）

4 日
（火）

9 日
（火）

4 日
（火）

8 日
（火）

5 日
（火）

5 日
（火）

こころのケア相談

不眠、アルコール問題、閉じこもり傾向、毎日の生活に充実感がない、食欲がない、
物忘れが目立ってきたので家族が相談したい・・・など。精神科医師による相談です。
予約制で１日３人まで相談できます。
日程・ところ：5月 29日（火）、11月 27日（火）　新温泉健康福祉事務所
　　　　　　　9月 25日（火）、2月 26日（火）　すこやか～に
時間：午後 2時～ 5時　　予約先：すこやか～に　℡ 99-2940

保健福祉相談
（日程は下記）

福祉サービス、制度、就労、生活面の不安等に関する相談で、相談支援専門員による
相談です。訪問による相談もできます。 
予約先：健康福祉課　℡ 82-5620　、　すこやか～に　℡ 99-2940

ひょうご発達障害者支援センター
出張相談

（日程は下記）

日常生活や仕事・将来のこと、制度や福祉サービス、医療機関等について相談に応じ
ます。発達障がいのあるご本人、ご家族、関係施設、関係機関のスタッフなど、対象
となる方の年齢は問いません。心理士等による相談です。 
ところ・予約先：健康福祉課　℡ 82-5620　、　すこやか～に　℡ 99-2940

但馬地域産業保健センター
無料相談

（日程・場所は個別調整）

産業医の選任義務のない労働者数 50 人未満の小規模事業場の事業主と働く人を対象
に、健康管理の指導援助を無料で行っています。美方郡医師会が担当します。 
予約先：但馬地域産業保健センター
　　　　℡（070）2197-8534　（月・水・金　午前 9時～正午）

健康相談
（電話・面談）

保健師による健康に関する相談を随時行っています。相談の内容によっては、専門
機関を紹介することもできます。お気軽にお電話ください。 
ところ・予約先：すこやか～に　℡ 99-2940

▼問合せ　健康福祉課　健康推進係　℡ 99-2940
　新温泉町保健福祉センター　すこやか～に　（新温泉町湯 1019 番地）

◎各種相談
　専門家が相談に応じます。家庭内で悩まず、本人、家族の方も気軽にご利用ください。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。相談はすべて事前予約が必要です。
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―
農
業
委
員
会
情
報
№

127
―

平
成
30
年
度
新
温
泉
町
農
作
業
標
準
料
金
の
お
知
ら
せ

平成 30 年度新温泉町農作業標準料金（単位：円）

作　業　区　分 単位 標準金額（消費税込） 備　　考

農作業
日給

実働８時間、
技術作業は別料金

１日 8,200

作　業　区　分 単位 整備田 未整備田 備　　考

耕うん

1 回目 10アール 7,200 8,200

2回目（2番すき） 10アール 5,200 6,200

代かき（1回耕うん後）10アール 10,800 11,800

代かき（2回耕うん後）10アール 8,600 9,600

湛水荒代同時 10アール 14,000 16,500 荒おこし代かき同時

ディスク耕うん 10アール 7,200 8,200

あぜぬり 機械畦塗 １ｍ 100

育苗

発芽苗 １箱 432（運賃 64円別）
JAに準ずる。（一般栽培用
予約単価）

緑化苗 １箱 572（運賃 91円別）

硬化苗 １箱 680（運賃 91円別）

田植え 田植機 10アール 8,500 9,600 補植含まず

溝切 溝切機 10アール 2,000 10 条毎 +枕 2本、連結無

農薬散布 パイプダスター機械防除 10アール 2,000 3,000 農薬代は別

刈取り
バインダー（刈倒・紐代含）10アール 9,300 10,300 角刈含まず。委託者立会。

倒伏・湿田は2割～5割増。
生籾運搬は別料金コンバイン 10アール 21,600 23,600

脱穀 ハーベスター 10アール 15,400

乾燥 10アール 14,000 1袋700円（生籾・コンバイン袋）

籾すり 30㎏ 500 玄米 30㎏当

堆肥散布 散布機 10アール 3,000 堆肥 1t、堆肥代は別

※整備田とは、基盤整備されたほ場をいいます。
※全作業とも機械の回送代は別料金となります。
※農作業の受託については安全面（保険加入等）に考慮し、法令順守により作業を行っ　
てください。

農地の賃借料情報（10 アール当たり）

地域
田 畑

平均額
（円）

最高額
（円）

最低額
（円） 筆数

　
（
※
畑
は
事
例
な
し
）

浜坂地域 4,000 8,000 3,000 14 

温泉地域 7,500 8,000 7,000 4 

町全域 4,777 8,000 3,000 （合計）18 

▪上記以外に、農地を無料で借りる使用貸借権によ
り、町全域で田 281 筆、畑 10筆が貸借されてい
ます。

▪この情報はあくまでも参考ですので、実際の賃貸
借においては、この水準を参考にしていただき、
貸し手と借り手双方で相談してください。

農
地
の
賃
借
料
情
報

　

平
成
29
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た

賃
借
権
に
お
け
る
賃
借
料
水
準
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
新
温
泉
町
農
作
業
標
準
料
金
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
本
年
度
は
据
置
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
料
金
は
標
準
で
あ
り
、
ほ
場
の
形
状
、
土
質
、
進
入
難
易
度
等
に
違
い
が
あ
る
た
め
、
当
事

者
双
方
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。                                                          

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

え
ご
ま
栽
培
研
修
会

　

近
年
は
健
康
食
品
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る「
え
ご
ま
」

は
獣
害
が
少
な
い
と
い
う
点
か
ら
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
役

立
つ
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は「
え
ご
ま
」の
栽
培
者
数
の
増
加
、
栽
培

面
積
の
拡
大
に
向
け
て
栽
培
研
修
会
を
行
い
ま
す
。
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
農
業
委
員
会
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

4
月
25
日
（
水
）
午
後
1
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

4
月
23
日
（
月
）
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国民年金からのお知らせ －問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0948

平成 30 年度国民年金保険料について 

◆国民年金保険料の金額
　　平成 30 年度の国民年金保険料額は、国民年金法第 87 条において 16,900 円とされていますが、平
成 16 年度からの物価と賃金の変動に基づく平成 30 年度の保険料改定率 0.967 を乗じることにより、
16,340 円となりました。

◆前納制度（保険料の前払い）
　　国民年金保険料を前納する場合の期間及び納付すべき額について、厚生労働省告示により定められまし
た。前納制度を利用し、現金・クレジットカード納付で保険料を 1年度分前納した場合、毎月払いと比べ
て 3,480 円の割引となり、6ヶ月分前納でも 800 円の割引になります。また、口座振替制度を利用すると、
2年度分前納で15,650円、1年度分前納で4,110円、6ヶ月分前納で1,110円の割引となり、大変お得です。
　　口座振替・クレジットカード納付の引落方法は次の5種類から選んでお申込みいただくことができます。
　▽ 2年度分の前納（4月～翌々年 3月分）
　▽ 1年度分の前納（4月～翌年 3月分）
　▽ 6ヶ月分の前納（4月～ 9月分、10月～翌年 3月分）
　▽毎月（早割）※納期限より 1ヶ月早く振替
　▽毎月（割引なし）
　注）口座振替及びクレジットカードによる平成 30年４月からの前納（2年度分・1年度分・6ヶ月分）　
　　　の新規申込みは受付を終了していますので、現金納付のみの取扱となります。
◆国民年金保険料納付額比較（平成 30 年 4 月時点）

１ヶ月分 ６ヶ月分 １年度分 ２年度分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月納付
（納付書による現
金納付、翌月末
振替の口座振替）

16,340 円 - 98,040 円 - 196,080 円 - 393,000 円 -

早割
（当月末振替の口
座振替）

16,290 円 50 円 97,740 円 300 円 195,480 円 600 円 391,800 円 1,200 円

６ヶ月前納
（現金納付） - - 97,240 円 800 円 194,480 円 1,600 円 - -

６ヶ月前納
（口座振替） - - 96,930 円 1,110 円 193,860 円 2,220 円 - -

１年前納
（現金納付） - - - - 192,600 円 3,480 円 - -

１年前納
（口座振替） - - - - 191,970 円 4,110 円 - -

２年前納
（現金納付） - - - - 378,580 円 14,420 円

２年前納
（口座振替） - - - - - - 377,350 円 15,650 円

　※一部納付（一部免除）されている方の口座振替方法は「毎月納付（翌月末振替）」のご利用となります。
　※平成 31年度の保険料額は 16,410 円で計算しています。
　※クレジットカード納付による納付額は「現金納付」と同額になります。
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アンケートモニター募集

　新温泉町では、町民の皆さんからの声を広く集
め、これからのまちづくりの参考にさせていただ
くため、今年度、アンケートモニターとして登録
していただける方を募集します。
　モニターとして登録していただいた方には、イ
ンターネットを活用し電子メールで町からアン
ケート様式を発信し、回答していただきます。

◎モニター登録について
▼モニターの対象　新温泉町に在住、在勤、在学
する 18歳以上の方で、日本語で電子メールお
よびエクセルの利用が可能な方
※お一人で複数の登録はできません。
※携帯電話やスマートフォン、タブレットでの登
録はできません。（ただし、エクセルが使える
タブレット等は除く。）

▼アンケート実施方法　アンケートを実施する際
は、登録されたメールアドレスにアンケート様
式（エクセル）を配信します。アンケート様式
に回答を入力し、電子メールで返信していただ
きます。

▼アンケート実施頻度　年間数回（不定期）。ア
ンケート結果は速やかに集計し、町ホームペー
ジに掲載します。（モニター登録者数が 50 人
に満たない場合はアンケートを実施しません。）

▼モニターへの謝礼　アンケートへの回答回数が
４回ごとに 1,000 円分の商品券を差し上げま
す。（浜坂ニコニコサービス店会商品券か夢千
代シール会商品券のどちらかを登録時に選んで
ください。）

▼登録方法　電子メールを使い、氏名、性別、生
年月日、住所、電子メールアドレス、職業を明
記し、謝礼商品券を選択して送信してください。

▼送信先アドレス
　kikaku@town.shinonsen.lg.jp
※登録は無料ですが、アンケートなどの送受信に
係る費用はモニターの負担になります。

▼問合せ　企画課　広報情報係　℡ 82-5624

　久斗山の創造の森から眺める春の風景は、一度
見たら忘れられない美しさです。林道沿いの休憩
所に立つと、伸び始めた新芽の間から、滝の一筋
が垣間見えます。褐色の雄花を垂らしているのは
ハンノキやツノハシバミ。銀色の若葉を広げてい
るのはコナラ。早々と萌黄色の葉を茂らせている
のはブナ。黄色い花芽のような葉を覗かせている
のはリョウブ。それぞれが競うように山々を彩っ
ています。視線を移して対岸を見ると、シャクナ
ゲの群落が屏風絵のように谷を囲んでいます。淡
紅色の濃い色や薄い色のシャクナゲが咲く麓に
は、黄色いヤマブキが裾模様のように続いていま
す。古来から続く久斗山の美しい風景です。
　転じて足元を見れば、ハグロシハイイスミレ（葉
黒紫背菫）が赤土の斜面に点々と咲き継いでいま
す。図鑑によると、これは岐阜から岡山にかけて、
地域限定で分布するシハイスミレの変種というこ
とですが、但馬でも久斗山以外での群生は確認さ
れていません。花は無茎種で高さ５～８㎝。葉は
花期では長さ 1.5 ～ 5㎝の三角状狭卵形で、葉表
は黒紫色、裏面は赤紫色をしており、基部は深い
ハート型となっています。花は淡紅紫色から濃紅
紫色など様々で、径は 8～ 12㎜、側弁には紫色
の筋が入り、袋状の距は細く、後ろに跳ね上がっ
た形となっています。
　春の花は花期が短く、花の時期は年ごとに変動
しますが、宝石のような風景がいつまでもあり続
けますように。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

ハグロシハイスミレ
（スミレ科）

 野草散歩（88)
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「4月のおすすめの本」
ご案内

医者が教える食事術  最強の教科書
牧田善二著/ダイヤモンド社

　太る原因がカロリーや脂肪より“糖質”
にあることを解説し、血糖値を上手にコ
ントロールする食事術や、老化・病気を
防ぐ10大ルールなど、健康に生きていく
うえで大切な食事について「正しい食べ
方」を紹介。日々の食事に対する意識が変
わる一冊。

神さまの声をきく  おみくじのヒミツ
平野多恵著/河出書房新社

　春の観光シーズンで寺社仏閣を訪れる
方も多い季節。おみくじを引いたとき「吉・
凶」の文字だけをみて一喜一憂していませ
んか？大切なのはおみくじの中に自分へ
のメッセージを見つけること。正しい引
き方と読み取り方、おみくじにまつわる
謎や秘密が詰まった奥深い一冊。

僕らだって扉くらい開けられる
行成薫著/集英社

　ある日突然、超能力に目覚めた人々の
連作ストーリー。彼らの超能力は一日一
回限定だったり、能力を使えば髪の毛を
失ったりと“残念”なものばかり。しかし、
使いようによってはひと一人くらい助け
られるかも。正義感あふれる人々の心温
まるサイキック小説。

レモンの図書室
ジョー・コットリル作 / 小学館

　いつも一人ぼっちで本の世界に入り込
んでいたカリプソに同じ本好きの親友が
できて、カリプソの毎日が輝き始めます。
一方、家庭では妻を失った父親の苦しみ
がカリプソを混乱させます。本の世界で
培った想像力と友情に支えられ困難に立
ち向かう少女の物語。

子ネコのスワン
ホリー・ホビー作 / ＢＬ出版

　「あれ、ママはどこ？みんながいない」、
目が覚めたら突然一人ぼっちになってし
まっていた子ネコ。一生懸命家族と食べ
ものを探しますが、都会は怖いことがいっ
ぱい。子ネコはどうなるのでしょうか？
子ネコの可愛らしい表情やしぐさに心奪
われる美しい水彩画の絵本。

広報しんおんせん（4月号） 20

　

おはなし会　　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
お子さんと一緒に参加しませんか。
◆4月28日（土）　午後2時～
　『やさいさん』 他
◆5月12日（土）　午後2時～
　『アナゴたいそう』 他

大人が楽しむおはなし会　    
一緒におはなしを楽しみませんか。
どなたでもお気軽にご参加ください。
◆4月27日（金）　午前10時30分～
　『みんなで音読にチャレンジしま

しょう』

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時
※ゴールデンウィーク期間中も開館
　します。５月３日（木）は開館し、
　５月７日（月）が休館日となりま
　す。お間違えのないようにご注意
　ください。

加藤文太郎
記念図書館

TEL（0796）82-5251

4 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

5 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

は休館日
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し
た
り
す
る
消
費
者
が

増
え
て
い
ま
す
。
業
者

は
、
事
前
に
提
供
さ
れ

た
情
報
に
基
づ
い
て
見
積
も
り
を
行
い

ま
す
。
建
物
の
状
況
や
荷
物
量
、
間
取

り
、
周
辺
の
道
路
な
ど
、
正
確
な
情
報

を
伝
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
事
業
者
を
選
ぶ
に
は
⁉

　

事
業
者
を
選
ぶ
場
合
は
、
価
格
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
問
合
せ
や
連
絡
に
細

や
か
に
対
応
し
て
も
ら
え
る
な
ど
、
家

財
を
信
用
し
て
託
せ
る
事
業
者
を
選
ぶ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。可
能
で
あ
れ
ば
、

事
前
に
現
場
確
認
を
し
て
正
確
な
見
積

も
り
を
作
成
し
て
も
ら
う
方
が
良
い
で

し
ょ
う
。

◆
Ｓ
さ
ん
（
50
歳
女
性
）

　

子
ど
も
が
進
学
の
た
め
引
っ
越
す
こ

と
に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
し
信
用
で
き
そ
う
な
業
者
へ
依
頼
し

た
。「
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
作
業
を
し

た
い
が
止
め
ら
れ
る
か
」
と
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
。
引
越
し
先
の
状
況
が
分

か
ら
な
か
っ
た
が
大
丈
夫
だ
と
返
事
を

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
日
転
居
先
に
着

く
と
道
幅
が
狭
く
止
め
ら
れ
な
か
っ

た
。「
運
搬
作
業
に
時
間
が
か
か
っ
た
」

と
見
積
も
り
よ
り
２
万
円
多
く
請
求
さ

れ
た
。支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
。

■
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
依
頼
を
す
る
場

合
、
事
業
者
と
連
絡
を
密
に
と
り
、
詳

細
な
見
積
書
を
受
け
取
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
追
加
や
変
更
点
は
口
頭
で
は

な
く
、
書
面
（
メ
ー
ル
）
で
残
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
注
意
は
？

　

引
越
し
は
、
物
件
の
大
小
に
か
か
わ

ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
や
手
間
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

業
者
を
探
し
た
り
、
見
積
も
り
依
頼
を

　

◎
新
温
泉
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
温
泉
総
合
支
所
内
）

　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

▽
連
絡
先　

℡
92
‐
２
０
７
０（
直
通
）

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

引
越
し
の
見
積
も
り
ト
ラ
ブ
ル
!!

　
　
　
　苗な

え
ば
さ
ん
ろ
く

場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
奥
信
越

と
呼
ば
れ
る
新
潟
県
津
南
町
・
長
野
県

栄
村
か
ら
な

る
日
本
有
数

の
多
雪
地
域

で
す
。

　

こ
の
地
域
を
流
れ
る
中
津
川
の
働
き

に
よ
っ
て
で
き
た
河
岸
段
丘
の
階
段
状

の
地
形
が
特
徴
で
す
。
こ
の
地
形
は
今

か
ら
約
40
数
万
年
前
か
ら
の
地
球
的
規

模
の
気
候
変

動
と
中
津
川

の
堆
積
、
浸

食
作
用
に

よ
っ
て
で
き

た
も
の
で
、

各
地
か
ら
飛

ん
で
き
た
火

山
灰
の
年
代
に
よ
り
地
形
の
成
り
立
ち

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
多

く
の
縄
文
遺
跡
が
あ
り
、
火か
え
ん焔

型
土

▼
問
合
せ
　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう
　 シリーズ 95

　

平
成
29
年
5
月
現
在
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
は
33
ヶ
国
・
１
２
７
ヶ
所
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
は
43
ヶ
所
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク

に
つ
い
て
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

器
な
ど
か
ら

古
く
か
ら
の

人
々
の
暮
ら

し
が
わ
か
り

ま
す
。
周
辺

は
２
２
０
万

年
前
か
ら
の

陸
化
し
た
山
地
や
そ
の
後
に
火
山
活
動

に
よ
っ
て
で
き
た
苗
場
山
や
鳥
と
り
か
ぶ
と
や
ま

甲
山
な

ど
の
山
々
が
取
り
囲
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
、
火
山
活
動
に
よ
る
溶
岩
や

風
穴
な
ど
の
地
形
や
冬
季
積
雪
の
多
い

厳
し
い
山
間
地
の
環
境
の
中
で
自
然
の

恩
恵
を
生
か
し
て
暮
ら
し
て
き
た
山

間
地
域
の
人
々

の
暮
ら
し
や
文

化
、
歴
史
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き

る
ジ
オ
パ
ー
ク

で
す
。

▲位置図

▲火焔型土器▲雪に覆われた家屋

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲中津川の流域
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まちの求人案内
平成 30年 3月 20日現在

―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0136
　（常　用）

　（パート）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（町内全域）
北但西部森林組合 森林技術者 不問 164 ～ 201

（浜坂地域）
新温泉土木事務所 土木技術業務 不問 167 ～ 205

浜坂七釜温泉病院 看護師 18以上 200 ～ 220
准看護師 18以上 200 ～ 210

㈱マルワ渡辺水産

旅館の営業 不問 350
営業部長兼支配人 不問 250 ～ 400
水産部バイヤー 不問 200 ～ 400
配膳係 不問 156 ～ 208

但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18以上 139 ～ 164
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 40 以下 160 ～ 250
アートライフタニタ 販売員 18以上 150 ～ 230
㈱ハマコン 測量士 59 以下 158 ～ 270
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 18 ～ 40 141 ～ 149
㈱ナカケー 店舗マネジメント 不問 200 ～ 230

フジッコ㈱ 製造職 18 以上 151 ～ 168
スタッフ 18 ～ 35 170 ～ 250

㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 不問 162 ～ 324

株本建設工業㈱
営業 不問 250 ～ 350
土木技術者 59 以下 250 ～ 400
土木作業員 不問 194

㈱森昌食品 製造職 不問 138 ～ 163
㈲西浦建築 大工 不問 260 ～ 380

㈲山米鮮魚
水産加工員 不問 155 ～ 230
一般事務職 40 以下 160 ～ 230
販売員 不問 160 ～ 180

㈱関西開発測量事務所 測量設計調査 不問 180 ～ 240
㈱田中工業所 配管工 18 以上 180 ～ 250

にーず 看護職 不問 173 ～ 208
介護職 不問 149

グループホームありがとう 介護員 18 以上 136 ～ 160
㈱大有工舎 現場監督 不問 185 ～ 350

きずな訪問看護リハビリテーション
看護師・准看護師 64 以下 240 ～ 260
理学療法士・作業療
法士・言語聴覚士 64 以下 200

㈱織戸組 現場作業員 不問 169 ～ 308
平和焼肉 調理補助・接客 18 以上 200 ～ 250
㈱マル海渡辺水産 事務員 18 以上 180 ～ 210
山陰プロパン㈱ 作業員 不問 160 ～ 200

山陰道路㈱ 電気設備工事施工 18 以上 170 ～ 320建築施工管理 18 以上
山陰造園土木㈱ 現場技術者 45 以下 200 ～ 350
㈲富士建設 土木作業員 18 以上 195 ～ 276
乙野運送㈱ 運転手 18 以上 165 ～ 296

㈱スタミナフードサービス 店舗管理 不問 350
接客・調理業務 不問 250

石匠　眞心庵 石材施工員 不問 143 ～ 205
（温泉地域）

㈱井筒屋 客室スタッフ 18 ～ 60 229 ～ 249
料飲スタッフ 18 ～ 60 165 ～ 261

㈱朝野家
客室係 18以上 194 ～ 216
販売係・宴会場係、
総務事務 18 以上 150 ～ 170

全但バス㈱ バス運転手 18 ～ 59 183 ～ 184
総合事務職 18 ～ 59 156 ～ 185

特別養護老人ホームやすらぎの里
看護師・准看護師 不問 204 ～ 277
介護職 18以上 192 ～ 243
管理栄養士 不問 172 ～ 201

㈱西沢製作所 溶接工 18以上 146 ～ 173
㈲清美社 下水道維持管理他 45 以下 155 ～ 250
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 155 ～ 210

湯快リゾート㈱ ホテル運営 59以下 200 ～ 300
調理 18 ～ 59 230 ～ 300

（同）いなば 警備員 18以上 151 ～ 260

赤坂土建㈱ 土木技術者 18以上 200 ～ 300
一般土木作業員 不問 184 ～ 276

富士綜合警備保障㈱ 綜合警備 18以上 151 ～ 173
管理職 64以下 180 ～ 250

ハートフル 理学療法士 不問 210 ～ 270
看護師・准看護師 不問 220 ～ 300

㈱みさき 営業 18～ 30 206 ～ 235
㈱警備ひゃく 交通警備 18以上 143
㈲兵庫ライフサービス フロント、フロア、工務 18 以上 147 ～ 156
㈱湯村温泉愛宕山観光 スキー場・旅館運営 18 以上 145 ～ 160

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
たじま農協 訪問介護員 不問 1,080 ～ 2,400
㈱アペックス 営業 不問 1,250 ～ 1,500
㈱ナカケー 販売・調理 不問 1,050
兵庫県厚生農業協同組合連合会 臨床検査技師 不問 1,526 ～ 1,700

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産

店内係、惣菜係 不問 1,000
一般事務 不問 1,000 ～ 1,300
レジ係 不問 1,100 ～ 1,200
接客・配膳係 不問 900～ 1,200
フロント係 不問 1,000 ～ 1,100

㈱森昌食品 製造職 不問 850 ～ 1,000
吉田歯科医院 歯科衛生士 不問 850 ～ 1,000

㈱マル海渡辺水産 事務員 不問 850 ～ 1,000
販売員・フロアースタッフ 不問 850 ～ 1,200

㈲山米鮮魚 販売・加工 不問 850 ～ 900
事務職 40 以下 850 ～ 1,000

㈲西浦建築 設計業務 不問 850 ～ 900

㈱ナカケー 販売員 不問 850 ～ 950
販売・調理 不問 1,050

㈱北兵庫 運転手 18 以上 844
ラスベガス浜坂店 ホールスタッフ 18 以上 1,100 ～ 1,200
ゴダイ㈱ 販売・陳列他 不問 850 ～ 950
フジッコ㈱ 製造職 不問 845 ～ 850
㈱コメリ 販売員 不問 844
㈱隆栄水産 ホールスタッフ 不問 1,000
日之出管財㈱ 清掃業務 64 以下 850

にーず 介護員 不問 850
看護職 不問 1,100

きずな訪問看護リハビリテーション 看護師・准看護師 64 以下 1,200 ～ 1,400
㈱スタミナフードサービス 接客・調理業務 不問 1,000
杉本生花店 配送業務 不問 844
フレッシュバザール浜坂店 食品レジ担当 不問 844 ～ 894

（温泉地域）

㈱井筒屋
食事会場スタッフ 不問 950
居酒屋スタッフ 18 以上 900 ～ 950
調理補助・まかない調理 不問 850

総本家栃泉 製造職 不問 844

湯快リゾート㈱

フロント予約、レス
トラン、キッチン、
施設管理、洗い場、

不問 850 ～ 950

清掃、送迎運転 不問 850 ～ 900
ナイトフロント 18 以上 850 ～ 900
売店スタッフ 18 以上 850

特別養護老人ホームやすらぎの里
看護師・准看護師 不問 1,300 ～ 1,500
介護職 不問 950 ～ 1,100
調理員 不問 845

㈱湯村温泉愛宕山観光 事務業務 不問 845～ 875
㈱マルワ渡辺水産 配膳・接客係 不問 1,000
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000 ～ 1,300

ホテル内業務 不問 845
㈲但馬ビーフはまだ 精肉加工・調理・販売 不問 850 ～ 900
㈱ナカケー 販売員 不問 850 ～ 950
特別養護老人ホームゆむら 介護員 18 以上 950 ～ 1,050
㈱西沢製作所 補助作業員 不問 850

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
㈲但馬ビーフはまだ 精肉加工・販売 35 以下 180 ～ 350

立道建設㈱ 現場監督員 40以下 230 ～ 300
土木作業員 40以下 184 ～ 230

小林商事㈱ 整備士 不問 180 ～ 380
㈱コメリ 販売・店舗運営職 35 以下 162 ～ 214

特別養護老人ホームゆむら 介護員 18以上 183 ～ 200
看護師 不問 194 ～ 264

井上自動車整備㈱ 自動車整備等 18 ～ 35 145 ～ 200
㈱ニシムラ百貨店 販売員 不問 168

㈱温泉町夢公社 施設管理業務等 不問 150 ～ 175
調理・調理見習 不問 150 ～ 160

森脇牧場 畜産業 不問 170 ～ 220

　（常　用）

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期的に求
人情報が届き、閲覧ができます。
▼開館時間　午前8時30分～午後8時（※土・日・祝日は休館）
▼問  合  せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735
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　住民交流事業「第 24回高齢者交流会」を 2月 27日、文化会館で開催し、
28名の参加者が楽しく交流を深めました。
　最初に、町健康福祉課保健師から『活き活き生活のために』と題して「生活不活発病」についてのお話を
聞きました。『生活不活発病とは、安静にしすぎることで発症し進行してしまう病気である。高齢になると
身体が思うように動かなくなるが、それを運動のせいだと思い込み、逆に年だからと無理をしないように頭
や身体に負担をかけずにいると、知らず知らずのうちに生活不活発病にかかってしまう危険がある。生活不
活発病の主な症状としては、生活そのものが不活発になり生活動作が不自由になる。例えば、早く歩けな
い、長い距離を歩けない、つまずきやすくなる、つかまらないと歩けない、さらには座っているだけで疲れ
るなどがある。生活不活発病を予防するには、頭と身体を使い、できることややりたいことは何でもするこ
とが重要である』ことなどを学びました。続いて、認知症をテーマにした『ここから歩き始める』という人

権啓発ドラマを視聴し、認知症とその対応、地域が支えあうことの大切さ
などを学びました。最後に、美方警察署員から「振り込み詐欺」｢交通安
全｣ についてのお話を聞きました。電話でのお金の話には用心し、「母さん、
オレ」と電話があっても必ず相手の名前を聞き返すことが大切であること
や高齢者の交通事故防止について学びました。

　そして、お待ちかねの手作り昼食は、郷土料理研究会と文化会館料理教室講座生のボランティア6名の方々
に、「ひじきと大豆の混ぜご飯」「白身魚のフライ」「粕汁」「白菜とほう
れん草の白和え」「おからの炒り煮、大根とじゃがいもの煮物の鉢盛」「マ
カロニ入りポテトサラダ」など栄養を考えた大変おいしい料理を用意し
ていただきました。参加者の皆さんで協力して配膳し、楽しくおしゃべ
りしながらいただきました。ご支援いただいた多くの皆さんに感謝しお
礼申し上げます。

　同和問題をはじめとする様々な人権課題の解決を目的とした住民交
流事業「第 24 回交流ソフトバレーボール大会」を、3月 10 日に浜
坂 B&G海洋センター体育館で開催し、50名が参加しました。
　住民交流スポーツ事業は年 3回実施していますが、中でもこのソ
フトバレーボール大会は、幅広い年齢層が集う交流の場となっていま
す。当日は、浜坂北小学校少女バレーボールチーム「あすなろ」の選
手の元気なプレーや、その保護者や近隣町内会から参加していただいた若いママさんたちの日ごろに鍛えた
プレーなどで見所が多く、大変和やかな大会となりました。

　競技終了後は、文化会館に移動して成績発表と表彰式を行い、優勝
したあすなろＡチームにトロフィーと記念品を授与しました。その後
の懇親会では、参加者や近隣町内会長などが、大会での珍プレー・好
プレーの話やご近所の話、お互いの近況などの話題で盛り上がり、楽
しい交流の時間を過ごすことができました。参加していただいた皆さ
んに感謝しお礼申し上げます。

H30（2018）.4.12

広報しんおんせん（4月号）

新温泉町文化会館だより
―問合せ―　新温泉町文化会館 ℡ 82-3328

第 24 回交流ソフトバレーボール大会を開催

第 24回高齢者交流会を開催
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　3月 17 日、浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センターで「プロレスリ
ング ZERO1 新温泉町大会」が開催されました。合併後
の新温泉町で初めてとなるプロレス大会に約 330 人が
訪れ、目前で繰り広げられる迫力ある試合を楽しみまし
た。また、試合前には「キッズ・プロレス教室」が行わ
れ、プロレスを通じて“いじめ撲滅 ” を訴える大谷晋二
郎選手らが、プロレスの基礎練習などを教え
るともに、自分の夢を持つことや家族に感謝
することの大切さを子どもたちに伝えました。

何回倒されても立ち上がる

広報しんおんせん（4月号）

　3月 13 日、保健福祉センターすこやか～にで、「災
害ボランティア養成講座」（町社会福祉協議会主催）が
行われ、約 20人の参加者は災害に対する備えやボラン
ティアをする際の心得や役割などを学びました。
　講師を務めた香美町防災士連絡会代表の藤原道久さん
は、「災害は、まさかではなく必ず起こるもの。災害時
の対応として最も大切なのは、自分や家族は自分で守る
“自助 ”。自らが率先避難者となることで周りの人も助
ける “共助 ” へ広がっていく」と強調しました。

災害は正しく恐れ 正しく備える

H30（2018）.4.12

ホタルイカを堪能
　4月 1日、浜坂漁港せり市場で「第 20回浜坂みなと
ほたるいか祭り」が開催され、町内外から約 3万人が
訪れました。人気のホタルイカ釜揚げコーナーは朝から
長蛇の列となり、しゃぶしゃぶや串揚げなど様々なホタ
ルイカ料理が味わえる味覚コーナーも大盛況でした。ホ
タルイカの早食い競争「全日本わんこほたる選手権」の
団体戦（3人 1組：1人 1分ずつ交代して食べる）では、
参加チームの珍プレー・好プレーに会場が大いに盛り上
がる中、優勝チームは 190 匹を平らげました。

　3月 18 日、道の駅「山陰海岸ジオパーク浜坂の郷」
で「甘えびともさえび試食会」が行われました。
　浜坂漁港で水揚げされる魚介類のおいしさを多くの方
に知ってもらおうと、浜坂漁業協同組合と兵庫県漁業協
同組合連合会が 2月のミズガニ試食会に続いて企画し
たもので、今回は浜坂地えび（甘えび・もさえび）の食
べくらべとして、限定 200 食の刺し身・みそ汁・唐揚
げを提供しました。来場者はそれぞれの味や食感の違い
を感じながら舌鼓を打っていました。

旬の地えびを食べくらべ
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岸田川を美しく!

　3月4日、浜坂多目的集会施設で「第28回福祉講演会」
（町社会福祉協議会主催）が開催され、約230人が参加し
ました。講演は、大

お お の ぎ

野木長寿村まちづくり会代表理事の
清水清市さんが、高齢者支援訪問事業や高齢者ビジネス
の状況や有償化の必要性（双方が対等の立場でこそ継続
できる）など、高齢者が安全安心に暮らせるささえ合い
地域づくり支援について話され、「経験豊かな
高齢者はアイデアがあれば成功しやすい。ぜひ
挑戦してほしい」とエールを送っていました。

ささえ合いの地域づくりを

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（4月号）

　山陰海岸ジオパークの環境保全のため、３月 3日、
岸田川河口付近で「岸田川クリーン作戦」を実施。この
日は天候に恵まれ、地域や各種団体などから約 110 人
が参加しました。
　岸田川の河口から清富橋までの川の両岸には、多くの
空き缶・ペットボトルや発泡スチロールなどのほかに、
バッテリーやタイヤ、トタン板なども捨てら
れていて、１時間の作業で回収されたごみは
520㌔にも上りました。

百歳おめでとうございます
　3月 8日、百歳を迎えられた西谷マスヱさん（赤崎）
に西村町長、社会福祉協議会やすこやかクラブの代表が
祝品を届けました。西谷さんは、若いころに夫を亡くし、
生まれたばかりの子どもを抱えながら牛を使って農業に
励み、農閑期には香住の水産加工場で働くなど、一家の
大黒柱として家族を支えてこられたとのこと。もちが大
好物だという西谷さんに百歳になられた感想を尋ねると
「うそみたいです」と感慨深そうに話されました。
　3月 25日、百歳を迎えられた中谷 きゑさん（浜坂）

に西村町長、社会福祉協議会やすこやかクラブの代表が
祝品を届けました。中谷さんは、現在グループホーム「あ
りがとう」（七釜）に入所されていますが、96歳までは
ご自宅で過ごされていました。この日は、東京や京阪神
から親戚約 50人が駆け付け、浜坂温泉保養荘で祝賀会
が行われました。肉が大好物で歌番組を見ることが楽し
みという中谷さん。祝品を受け取ると、「ありがたいこ
とです」と感謝の気持ちを表しておられました。
　平成 29年度は 9人が百歳を迎えられ、町内の百歳以
上高齢者数は 18人となっています。（3月 31日現在）
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I N F O R M A T I O N
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ち
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泉
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情
報

H30（2018）.4.12

ご
案
内

広報しんおんせん（4月号）

お
知
ら
せ

丸
尾
祐
二
と
そ
の
仲
間

「
趣
味
の
絵
絵
画
展
」

　

鳥
取
市
在
住
の
画
家
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
丸
尾
祐
二
さ
ん
の
感
性
豊
か

な
心
を
持
っ
た
人
柄
は
そ
の
作
品
に
も

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ル
チ
ャ
ー
教

室
の
生
徒
の
絵
手
紙
作
品
と
と
も
に
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
趣
味

の
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

▼
と
き　

4
月
14
日（
土
）～
30
日（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
４
時
ま
で

※
月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

　

合
は
、
翌
日
休
館
）

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ
―

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
　

　

℡
93
‐
０
８
８
８

寺
谷
建
明　
　
　
　
　

「
木
の
お
も
ち
ゃ
展
」

　

寺
谷
建
明
さ
ん
（
井
土
）
が
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
作
り
上
げ
た
ユ
ー
モ

ラ
ス
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
木

の
お
も
ち
ゃ
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き

　

4
月
14
日
（
土
）
～
５
月
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

※
月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
、
翌
日
休
館
）

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

木
の
殿
堂　

℡
96
‐
１
３
８
８

自じ
ね
ん然
流
ち
ぎ
り
絵
創
始
者　
　
　
　

　
　
　
　

西
村
美
沙
湖
展

　

本
町
出
身
の
ち
ぎ
り
絵
作
家
・
西
村

美
沙
湖
さ
ん
の
作
品
が
寄
贈
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
、
寄
贈
作
品
を
は
じ
め
、

日
本
ち
ぎ
り
絵
文
化
協
会
の
作
品
や
町

内
の
ち
ぎ
り
絵
教
室
の
方
の
作
品
な
ど

44
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き

　

4
月
14
日
（
土
）
～
5
月
9
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

※
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で

※
毎
週
木
曜
日
は
休
館
。
た
だ
し
、
5

月
3
日
（
木
）
は
開
館
し
、7
日
（
月
）

が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
℡

　

82
‐
４
４
９
０

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

献
血
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　

4
月
17
日
（
火
）

◇
日
本
精
機
宝
石
工
業
㈱

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

◇
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

　

午
後
1
時
～
３
時
30
分

▼
対
象　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
65

歳
の
方
（
60
歳
以
上
で
献
血
経
験
の

あ
る
方
は
69
歳
ま
で
）

▼
問
合
せ  

健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０

移
動
図
書
館
車　
　
　

　
　

巡
回
日
等
の
変
更

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
伴
い
、「
湯

～
春
来
方
面
」
の
巡
回
日
を
変
更
し
ま

す
。
な
お
、
運
行
時
間
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

▼
第
1
金
曜
日
コ
ー
ス

　

５
月
4
日
（
金
）
→
５
月
8
日
（
火
）

▼
問
合
せ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１
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美
方
郡
広
域
事
務
組
合　
　

平
成
30
年
産
水
稲
共
済

共
済
金
額
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
産
水
稲
共
済
に
お
け
る
主

食
用
米
の
単
位
当
た
り
共
済
金
額
（
被

害
時
に
補
償
さ
れ
る
1
㎏
当
た
り
の
金

額
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
最
高
額
（
１
７
７
円
）
以
外
を
選
択

す
る
場
合
の
手
続

　

5
月
8
日（
火
）ま
で
に
、『
農
作
物

（
水
稲
）共
済
単
位
当
た
り
共
済
金
額
個

人
選
択
申
出
書
』の
提
出
が
必
要
で
す
。

▼
注
意
点

◇
低
い
金
額
を
選
択
す
る
と
、
被
害
の

際
の
共
済
金
が
少
な
く
な
り
、
十
分

な
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◇
選
択
さ
れ
た
単
位
当
た
り
共
済
金
額

に
応
じ
て
、
損
害
防
止
事
業
助
成
金

の
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

※
最
高
額
（
１
７
７
円
）
を
選
択
す
る

場
合
に
は
手
続
不
要
で
す
。

▼
問
合
せ

　

美
方
郡
広
域
事
務
組
合　

共
済
課　

　

℡
92
‐
２
４
１
０

平成 30 年産
水稲共済

単位当たり
共済金額

最高額 177 円
その他の

選択できる金額
159 円、142 円
124 円、106 円
  89 円

▼
利
用
方
法　

希
望
の
金
融
機
関
に
ご

相
談
の
上
、
申
込
書
を
商
工
会
経
由

で
町
に
提
出

※
融
資
内
容
に
よ
り
、
融
資
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

商
工
観
光
課

　

℡
82
‐
５
６
２
５

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
制
度

　

町
内
で
事
業
を
経
営

さ
れ
て
い
る
事
業
主
等

を
対
象
に
、
低
利
の
融

資
を
行
い
ま
す
。

▼
用
途

　

運
転
資
金
、
設
備
資
金
、
創
業
資
金

▼
限
度
額　

１
企
業
あ
た
り
２
千
万
円

▼
対
象

◇
運
転
資
金
、
設
備
資
金

 

・
町
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
６
か
月

以
上
の
事
業
実
績
が
あ
る
方

 
・
町
内
に
事
業
所
を
有
し
、
１
年
以
上

の
事
業
実
績
が
あ
る
方

◇
創
業
資
金

　

新
温
泉
町
商
工
会
等
の
指
導
又
は
支

援
を
受
け
て
町
内
で
新
た
に
開
業
し

よ
う
と
す
る
方
又
は
開
業
し
て
か
ら

１
年
以
内
の
方

▼
利
率

◇
短
期
融
資
（
１
年
以
内
）
1
・
４
％

◇
長
期
融
資
（
５
年
以
内
）
1
・
5
％

　
　
　
　
　

（
10
年
以
内
）
１
・
6
％

◇
創
業
資
金
（
10
年
以
内
）
０
・
７
％

▼
返
済
条
件

　

各
金
融
機
関
の
定
め
に
よ
る

▼
取
扱
金
融
機
関　

町
内
の
各
金
融
機

関
及
び
み
な
と
銀
行
香
住
支
店
（
郵

便
局
を
除
く
）

緑
化
資
材
の
提
供（
第
一
次
募
集
）

　

兵
庫
県
で
は
、
緑
化
活
動
推
進
の
た

め
、
花
苗
・
肥
料
な
ど
の
提
供
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
団
体　

道
路
沿
線
や
公
共
的
な

空
間
等
で
活
動
す
る
団
体（
自
治
会
・

婦
人
会
・
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
・
学
校
等
）

▼
募
集
期
限　

５
月
7
日
（
月
）

▼
そ
の
他　

配
布
時
期
、
提
出
書
類
等

詳
細
に
つ
い
て
は
農
林
水
産
課
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６

県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

春
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
と
き　

5
月
5
日
（
土
）

　

午
後
１
時
45
分
～
４
時
15
分

※
５
月
1
日
（
火
）
～
5
日
（
土
）
は

個
別
面
談
の
受
け
入
れ
あ
り
。

▼
と
こ
ろ　

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院

　

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
内
容

◇
研
究
科
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
入
試
に

つ
い
て
の
説
明

◇
施
設
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
見
学

◇
展
示
に
よ
る
大
学
院
生
の
研
究
紹
介

◇
個
別
相
談
＆
在
学
生
と
の
交
流

　

な
ど

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ

ス
経
営
部
学
務
課　
　

　

℡
（
０
７
９
６
）
34
‐
６
０
７
９

春
季
出
稼
労
働
者
求
職
受
理
説
明
会

▼
と
き　

5
月
11
日
（
金
）
午
後
2
時
～

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ　

豊
岡
公
共
職
業
安
定
所

　

香
住
出
張
所　

　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
０
１
３
６

夜
間
法
律
相
談

　

法
律
で
解
決
で
き
る
悩
み
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
す
か
？

　

兵
庫
県
弁
護
士
会
で
は
、
弁
護
士
と

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
無
料
電
話
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日　

第
２
・
第
４
日
曜
日

　

午
後
５
時
～
９
時

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
９
６
０
０

　
（
相
談
日
の
み
の
特
設
電
話
）
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募　

集

青
い
鳥
学
級
学
級
生
と　

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

新
温
泉
町
青
い
鳥
学
級
は
、
視
覚
に

障
が
い
を
持
つ
仲
間
が
集
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
お
互
い
に
支
え
合

新
緑
の
地
元
の
山
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

　
　

蓮
台
山
登
山

　

加
藤
文
太
郎
山
の
会
と
加
藤
文
太
郎

記
念
図
書
館
が
合
同
山
登
り
体
験
を
企

画
し
ま
し
た
。

▼
と
き　

5
月
20
日
（
日
）

　

午
前
8
時
30
分
集
合　

※
少
雨
決
行

▼
集
合　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館　

▼
行
程　

図
書
館
⇓
餘
部
⇓
山
頂
⇓

　

餘
部
⇓
図
書
館

▼
案
内　

加
藤
文
太
郎
山
の
会
会
員

▼
対
象　

小
学
生
高
学
年
以
上

　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
定
員　

25
名
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物

　

弁
当
、
飲
み
物
、
手
袋
、
雨
具
等

※
登
山
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

5
月
16
日
（
水
）

▼
参
加
費　

1
０
０
円
（
保
険
料
等
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

加
藤
文
太
郎
記

　

念
図
書
館　

℡
82
‐
５
２
５
１

子
ど
も
教
室
参
加
者
募
集

八
田
子
ど
も
教
室

（
ボ
ー
ル
遊
び
体
験
事
業
）

　

年
間
を
通
じ
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
は
じ
め
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ア
テ
ニ

ス
等
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ

を
交
互
に
実
施
し
、
多

様
な
ボ
ー
ル
遊
び
を
楽

し
く
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

5
月
～
平
成
31
年
3
月

◇
水
曜
ま
た
は
金
曜
日（
月
3
回
程
度
）

　

午
後
7
時
～
8
時
30
分

◇
土
曜
日
（
月
1
回
程
度
）

　

午
前
9
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

八
田
地
区
公
民
館
体
育
館

▼
指
導
者　
（
公
財
）日
本
体
育
協
会
公

認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
資
格
者
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等

照
来
子
ど
も
教
室

（
陸
上
競
技
教
室
）　

　

年
間
を
通
じ
て
、
基
本
の
運
動
、
短

距
離
走
及
び
長
距
離
走
の
正
し
い
姿

勢
、
走
り
方
、
リ
レ
ー
そ
の
他
体
力
づ

く
り
、
運
動
ス
ポ
ー
ツ

活
動
な
ど
を
楽
し
く
行

い
ま
す
。

▼
と
き　

5
月
～
平
成
31
年
3
月

　

水
曜
ま
た
は
金
曜
日（
月
4
回
程
度
）

　

午
後
6
時
30
分
～
8
時

▼
と
こ
ろ　

旧
照
来
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
体
育
館

▼
指
導
者　
（
公
財
）兵
庫
陸
上
競
技
協

会
普
及
委
員
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
等◎

共
通
事
項

▼
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
別
途
保

険
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。）

▼
対
象　

町
内
の
小
学
生

▼
定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

所
定
の
参
加
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
生
涯
教
育
課

い
、
共
に
学
び
、
楽
し
み
、
磨
き
合
い

な
が
ら
豊
か
な
心
と
生
活
の
輪
を
広
げ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
の
度
、
新
た
な
仲
間
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
を
加
え
て
さ
ら
な
る
活
動

を
行
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
～
12
月（
年
8
回
程
度
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
、

町
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

▼
学
習
内
容　

町
内
小
中
学
生
と
の
交

流
会
、
料
理
教
室
、
作
品
づ
く
り
、

遠
足
な
ど

▼
申
込
期
限　

５
月
14
日
（
月
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

ま
た
は
温
泉
公
民
館
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
、
生
涯
教
育
課
ま
た
は
温
泉

公
民
館
で
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

４
月
27
日
（
金
）

▼
そ
の
他　

送
迎
は
、
保
護
者
の
方
で

責
任
を
持
っ
て
お
願
い
し
ま
す
。　

―
問
合
せ
―

　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

料
理
で
国
際
交
流

　

中
国
人
の
陸り
く
え
い
び
ん

衛
敏
さ
ん
（
浜
坂
）
か

ら
中
国
の
家
庭
料
理
「
煎
餅
」（
ク
レ
ー

プ
風
手
巻
き
ラ
ン
チ
）
の
料
理
方
法
を

教
わ
り
な
が
ら
国
際
交
流
し
ま
せ
ん

か
。

▼
と
き　

5
月
20
日
（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
1
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館　

調
理
室

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
申
込
期
限　

５
月
11
日
（
金
）

▼
主
催

　

新
温
泉
町
に
ほ
ん
ご
広
場「
ハ
ピ
タ
ン
」

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内
）

　

℡
82
‐
５
６
２
５
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▼
と
き　

5
月
20
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ

　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
・
里
山

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

※
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

▼
申
込
方
法　

参
加
者
の
氏
名
・
年
齢
・

　

住
所
・
電
話
番
号
を
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
も
し
く
は
電
子
メ
ー
ル
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　

　

4
月
16
日
（
月
）
～
5
月
2
日
（
水
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

北
但
行
政
事
務
組
合

　

℡
（
０
７
９
６
）
21
‐
９
１
１
０

　

Fax
（
０
７
９
６
）
21
‐
９
１
０
２

　

電
子
メ
ー
ル

　

hokutan@
snow

.ocn.ne.jp

イ
モ
植
え 

＆
シ
ン
ボ
ル
・
ツ
リ
ー

に
名
前
を
つ
け
よ
う

　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
の
里
山
に
あ

る
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え
付
け
体
験

を
し
た
り
、
大
き
な
木
に
名
前
を
つ
け

た
り
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

平成 30 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集

職種 採用人員 職務内容 賃金等 配属先 応募資格等 採用期間 勤務時間等

事務員 1名 事務補助 日額
 6,800円

山陰海岸ジオ
パーク館

満65歳未満
パソコン操作
のできる方

平成30年5月1日から
平成30年9月30日まで

（更新あり）

午前８時 30分～午後５時 15分
（土日祝日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入

保育教諭 若干名 保育業務

日額
 7,700円

認定こども園
満65歳未満
保育士また
は幼稚園教
員免許

午前 8時 15分～午後 5時
社会保険・雇用保険加入

時給
 994円

午前 8時 30分～午後 2時 15分
雇用保険加入

看護師ま
たは准看
護師

4名 看護業務 日額
9,500円

介護老人保健
施設ささゆり

満65歳未満
看 護 師・ 准
看護師免許

午前8時 30分～午後 5時 15分
（遅出、夜間、土日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入
※勤務時間は相談に応じます

介護員 4名 介護業務

資格のある方
日額
8,000円

資格のない方
日額
7,200円

介護老人保健
施設ささゆり

満65歳未満
介護福祉士資
格（免許のな
い方でも応募
可能です）

午前8時 30分～午後 5時 15分
（遅出、夜間、土日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入
※勤務時間は相談に応じます

給食調理
員 2名 給食調理

業務

免許のある方
日額
7,000円

免許のない方
日額
6,800円

認定こども園

満65歳未満
調理師免許
（免許のない
方でも応募
可能です）

午前８時 30分～午後 4時 30分
社会保険・雇用保険加入

※年齢は、平成 30年 4月 1日現在とします。

◇応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課総務係へ提出してください。
　　　　　　 ※免許等を要する職種については、免許等の写しを合わせて提出してください。
◇受付期間　4月 13日（金）から 4月 23日（月）まで
◇面接日時　4月 25日（水）午後 5時 30分から行います。
◇面接場所　新温泉町役場　２階　第１応接室

－申込み・問合せ－　総務課　総務係　℡ 82-3111
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「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

固定資産税第１期
納期限  5 月 1 日（火）

軽自動車税
納期限  5 月 31 日（木）

　平成 30 年度から軽自動車税の納期限を
5 月 31 日に変更します（変更前：4 月 30 日）。
　※ 5 月 31 日が休日の場合は、その翌営
業日が納期限となります。
　納期限の変更に伴い、軽自動車税の納税
通知書（納付書）は 5 月上旬の発送になり
ます。

税務課　℡ 82-3113
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ご冥福をお祈りします

2 月 16 日～ 3 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

住 所 氏　　名 保護者 出生日 住　所 氏　　名 年　齢 死亡日

　　　●まちのうごき●　 　4月1日現在

推計人口 住民基本
台帳人口

前月比
増　減

総人口 （人） 14,070 14,767 （－ 64）

　男 （人） 6,645 7,032 （－ 43）
　女 （人） 7,425 7,735 （－ 21）

世帯数（世帯） 5,186 5,701 （－ 12）
▼推計人口
　直近の国勢調査の人口を基礎に、住民基本台帳の移動
数を加減し、町内に居住していると推計される人口

▼住民基本台帳人口
　住民基本台帳に届出により記録されている町民の数

各課直通電話番号（ダイヤルイン）のご案内

2F 総　務　課 ８２－３１１１
企　画　課 ８２－５６２４
商工観光課 ８２－５６２５
農林水産課 ８２－５６２６
こども教育課 ８２－５６２７

3F 議会事務局 ８２－５６２８
▼浜坂多目的集会施設
1F 生涯教育課 ８２－５６２９

浜坂公民館 ８２－４３３９

▼町民センター（温泉総合支所）
1F 地域振興課 ９２－１１３１

消費生活センター ９２－２０７０
温泉公民館 ９２－１８７０

2F 地域振興課（CATV 係） ９９－２０８０
▼保健福祉センター  すこやか～に

健康福祉課（健康推進係） ９９－２９４０

▼新温泉町役場
1F 出　納　室 ８２－３１１２

税　務　課 ８２－３１１３
上下水道課 ８２－３１１４
建　設　課 ８２－３１１５
健康福祉課 ８２－５６２０
町　民　課 ８２－５６２１
地域包括支援センター ８２－５６２３ ※ケーブル電話からも直接電話することが

　できます（消費生活センターを除く）。


